
K
O

K
A

 city assem

bly report　令和4年（2022）05.01  
vol.7
0　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Contents

02　【特集】議発議案

04　【特集】新年度予算審議

08　3月定例会議案審議ピックアップ

11　常任委員会日誌　

15　代表質問

18　一般質問／市の考えを問う

24　【シリーズあなたとつなぐ】国際交流協会

PHOTO　[春の日のおもいで]

あな
た とつなぐ

うかこ



議員発議 の決議案可決
2件提案し全会一致で可決しました

　
甲
賀
市
議
会

は
、
３
月
３
日

の
本
会
議
に
お

い
て
、
「
ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
略
を
非

難

す

る

決

議
」

が

提

出

さ

れ
、

全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

　
以
下
は
そ
の

内
容
全
文
で
す
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
め
ぐ
る
情
勢
に
つ
い
て
は
、

我
が
国
を
含
む
国
際
社
会
が
緊
張
の
緩
和
と
事

態
の
打
開
に
向
け
て
懸
命
な
外
交
努
力
を
続
け

て
き
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
ロ
シ
ア
は
去
る
２
月

24

日
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
を
開
始
し
、
一

般
市
民
を
含
め
多
数
の
死
傷
者
が
出
て
い
る
。

　
武
力
に
よ
る
ロ
シ
ア
の
攻
撃
は
、
明
ら
か
に

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
主
権
及
び
領
土
の
一
体
性
を
侵

害
し
、
武
力
の
行
使
を
禁
じ
る
国
際
法
及
び
国

連
憲
章
の
重
大
な
違
反
で
あ
る
。
ひ
い
て
は
我

が
国
の
平
和
と
秩
序
、
ア
ジ
ア
を
含
む
国
際
社

会
の
秩
序
を
根
幹
か
ら
揺
る
が
し
か
ね
な
い
深

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
と
と
も
に
、
感
染
者

だ
け
で
な
く
、
そ
の
職
場
や
ご
家
族
、
濃
厚
接
触
者
、
治
療

に
あ
た
っ
て
い
る
医
療
ス
タ
ッ
フ
や
介
護
従
事
者
、
海
外
か

ら
帰
国
さ
れ
た
人
、
日
本
に
居
住
す
る
外
国
人
な
ど
に
対
し
、

誹
謗
中
傷
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
へ
の
心
な
い
書
き
込
み
等
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
一
人
一
人
の
正
し
い
理
解
と
思
い
や
り
の

あ
る
行
動
が
大
切
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
係
る
す
べ

て
の
差
別
や
偏
見
、
誹
謗
中
傷
等
の
根
絶
を
目
指
し
、
以
下

の
事
項
に
つ
い
て
決
議
し
ま
し
た
。

１
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
者
お
よ
び
そ
の
家

族
に
対
す
る
不
当
な
差
別
・
偏
見
・
誹
謗
中
傷
を
許
さ
な

い
。

２
医
療
や
介
護
、
福
祉
・
教
育
な
ど
社
会
を
支
え
る
エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
、
そ
の
家
族
に
対 

し
て
敬
意
を
払

い
、
不
当
な
差
別
・
偏
見
・
誹
謗
中
傷
を
許
さ
な
い
。

３
ワ
ク
チ
ン
接
種
・
非
接
種
に
拠
る
不
当
な
差
別
・
偏
見
・

誹
謗
中
傷
を
許
さ
な
い
。

４
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
正
し
い
理
解
を

広
げ
、
市
民
一
丸
と
な
っ
て
人
権
侵
害
の 

防
止
に
努
め
る
。

５
市
行
政
関
係
者
は
個
人
情
報
に
充
分
配
慮
し
つ
つ
、
以
上

の
点
が
実
行
さ
れ
る
よ
う
広
報
・
啓
発
に
努
め
る
も
の
と

す
る
。

刻
な
事
態
で
あ
り
、
断
じ
て
容
認
で
き
な
い
。

　
よ
っ
て
甲
賀
市
議
会
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
へ
の
攻
撃
や
主
権
侵
害
に
対
し
、
厳

重
に
抗
議
の
意
を
表
し
、
強
く
非
難
す
る
と
と

も
に
、
ロ
シ
ア
軍
が
即
時
に
撤
退
す
る
よ
う
求

め
る
。

 

　
ま
た
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

平
和
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
関
係
各
国
及
び
国

際
社
会
と
の
緊
密
な
連
携
の
も
と
、
厳
格
か
つ

適
切
な
対
応
を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
、
強
く
求
め

る
。
以
上
、
決
議
す
る
。

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　非
難
す
る
決
議
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る

　す
べ
て
の
差
別
や
偏
見
、
誹
謗
中
傷
等
の

　
　
　
　
　
　
　根
絶
に
関
す
る
決
議
に
つ
い
て

×
い

（
イ
メ
ー
ジ
写
真
）

（
イ
メ
ー
ジ
写
真
）
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４
月
９
日
、
議
員
主
催
で
「
お

茶
の
淹
れ
方
講
座
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
27
年
３
月
、

議
員
発
議
で
制
定
し
た
「
甲
賀
市

甲
賀
の
茶
及
び
甲
賀
の
地
酒
を
信

楽
焼
の
器
で
も
て
な
す
条
例
」
を

活
か
す
た
め
に
、
何
か
で
き
な
い

か
と
、
土
山
茶
、
朝
宮
茶
の
茶
農

家
を
営
む
２
人
の
議
員
が
、
お
茶

文
化
の
啓
発
活
動
と
し
て
、
急
須

で
入
れ
る
美
味
し
い
お
茶
の
淹
れ

方
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
職
員

や
議
員
向
け
に
開
催
し
た
も
の
で

す
。

　

北
田
麗
子
議
員
と
奥
村
則
夫
議

員
が
お
茶
の
栄
養
に
つ
い
て
講

習
。
擬
人
化
さ
れ
た
ア
ミ
ノ
酸
、

カ
フ
ェ
イ
ン
、
カ
テ
キ
ン
に
そ
れ

ぞ
れ
西
村
議
員
、
中
島
議
員
、
奥

村
議
員
が
扮
し
、
ア
ミ
ノ
酸
に
は

甘
み
や
旨
味
、
カ
フ
ェ
イ
ン
に
は

苦
味
や
覚
醒
作
用
、
カ
テ
キ
ン
に

は
免
疫
力
な
ど
が
あ
る
と
わ
か
り

や
す
く
楽
し
く
解
説
。
甘
み
や
旨

味
を
強
く
出
す
た
め
に
は
、
ぬ
る

め
の
お
湯
で
出
す
こ
と
や
熱
い
お

湯
だ
と
カ
フ
ェ
イ
ン
が
出
て
、
苦

味
が
強
く
な
る
こ
と
な
ど
の
説
明

議会用語議会用語

カイセツカイセツ

議会が行う事実上の意思形成行為で、政治的効

果をねらい、あるいは議会の意思を対外的に表

明することが必要である等の理由でなされる議

決のことをいいます。

決議
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い
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メ
ー
ジ
写
真
）

（
イ
メ
ー
ジ
写
真
）

市議会だより　vol.703

が
あ
り
、
い
よ
い
よ
実
践
。

　

茶
葉
を

急
須
に
入

れ
、
湯
呑

み
に
お
湯

を

注

ぎ
、

湯
呑
み
を

温
め
、
お

湯
を
冷
ま

す
。
そ
の
後
、
湯ゆ
ざ
ま
し冷

へ
お
湯
を
入
れ
て
か
ら

急
須
へ
注
ぐ
。
器
に
入
れ
る
ご
と
に
10
度
ず

つ
下
が
る
の
で
、
だ
い
た
い
60
度
く
ら
い
で

一
煎
目
の
お
茶
を
淹
れ
る
。
茶
葉
が
広
が
る

ま
で
ゆ
っ
く
り
１
分
間
ほ
ど
待
っ
て
か
ら
、

湯
呑
み
に
注
ぎ
ま
す
。
奥
村
議
員
か
ら
最
後

の
一
滴
が
ゴ
ー
ル

デ
ン
ド
ロ
ッ
プ
と

呼
ば
れ
、
と
て
も

美
味
し
い
と
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

お
も
て
な
し
の

心
は
「
表
裏
な
く
、

お
客
様
に
喜
ん
で

も
ら
い
た
い
と
い

う
心
」
で
、
準
備
や
器
に
も
気
配
り
が
さ
れ
、

美
味
し
い
お
茶
の
淹
れ
方
を
講
習
し
て
い
た

だ
き
、「
お
も
て
な
し
条
例
」
の
心
を
感
じ
る

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

信楽焼の器で飲むお茶

お茶の刈り方や
機械の動かし方の実演



　
令
和
４
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

は
、
総
額
４
１
３
億
円
。

　
対
前
年
比
16

億
４
千
万
円
の
増
で
、

率
に
し
て
4.1

％
の
増
加
。

●
「
子
育
て
・
教
育
」

　
安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
が
で
き
る

環
境
を
つ
く
る
た
め
、
電
子
母
子
手
帳

の
導
入
、
お
む
つ
支
給
等
の
子
育
て
支

援
、
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
完
全
無
料

化
、Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
の
導
入
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
学
習
支
援
な
ど
。

●
「
地
域
経
済
」

　
総
合
計
画
に
掲
げ
る
目
標
人
口
の
達

成
に
向
け
、
移
住
定
住
促
進
モ
デ
ル
事

業
、
若
者
Ｕ
タ
ー
ン
促
進
事
業
、
地
球

温
暖
化
対
策
実
行
計
画
の
策
定
、Ｊ

-

ク

レ
ジ
ッ
ト
推
進
事
業
な
ど
。

●
「
福
祉
・
介
護
」

　
妊
婦
健
診
に
か
か
る
費
用
を
全
額
補

助
す
る
と
と
も
に
、
ご
み
排
出
困
難
者

支
援
事
業
、
妊
婦
特
別
給
付
金
事
業
、

不
妊
等
治
療
特
別
給
付
金
事
業
な
ど
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
検
査
は
重

要
と
の
認
識
を
示
し
な
が
ら
、
検
査
の

予
算
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
市
と
し

て
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
。
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
な
ど
民
間
委
託
が
拡
大
し

て
い
る
。
市
の
仕
事
に
対
し
職
員
が
少

な
い
。
職
員
が
市
民
に
き
ち
ん
と
向
き

合
う
体
制
が
必
要
で
あ
る
。
行
政
の
デ

ジ
タ
ル
化
を
急
速
に
進
め
る
予
算
で
あ

り
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や
情
報
弱
者
へ
の

対
応
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
る
。

　
中
学
３
年
生
ま
で
医
療
費
の
完
全
無

料
化
を
大
き
く
評
価
。
地
域
経
済
の
分

野
で
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
シ

テ
ィ
宣
言
、Ｊ

‒

ク
レ
ジ
ッ
ト
推
進
事

業
、
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
の
策

定
、
移
住
定
住
促
進
事
業
に
期
待
。
福

祉
介
護
の
分
野
で
は
妊
婦
検
診
に
か
か

る
費
用
の
全
額
補
助
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
か
ら
市
民
の
健
康
と
暮

ら
し
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に
、
随
所

に
新
し
い
豊
か
さ
を
追
求
す
る
視
点
が

反
映
さ
れ
た
予
算
で
あ
る
こ
と
。
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に
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と
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「
新
し
い
豊
か
さ
」
へ
未
来
へ
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扉
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算

413億円集中審査
　
３
月
14
日
か
ら
18
日
の
５
日
間
、
予
算
決
算
常
任
委
員
会
で
は
、
付

託
さ
れ
た
一
般
会
計
予
算
案
に
つ
い
て
、
各
所
管
別
に
審
査
を
行
い
、
討

論
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

子育て・教育に関する予算

おむつ等支給子育て支援

1,871万1千円

１歳になるまでの育児用品の支給（月１回）に併

せて、自宅訪問による見守り、相談を開始する。

主な質疑　

システムの概要、委託先、得られる効果について

確認。

甲南統合認定こども園

5,838万 6千円

甲南地域の３園を統合し、新たな私立認定こども

園の整備に着手する。

主な質疑　

跡地利用について確認。

夢の学習事業、
社会教育コーディネーター設置事業

4,820万円

各中央公民館に社会教育指導員を配置し、「夢の学

習」と連携しながら地域における生涯学習を推進。

また、地域マネージャーと連携し、地域の実情に応

じた課題や教室等の開催を行う。

主な質疑　

委託料の根拠、連携について確認。

放課後児童クラブ学習支援

169万円

家庭における学びを支援するため、児童クラブに

おいて学習支援に取り組む。

主な質疑　

学童保育の役割とAIドリルの導入の是非について

確認。

電子母子手帳の導入

176万円

乳幼児健診等の子どもの成長記録や予防接種のス

ケジュール管理などアプリを導入する

主な質疑　

スマホアプリの特徴や内容について確認。

若者Ｕターン促進事業

500万円

若者が市政に関わる機会を増やすとともに、30歳

という人生の節目に甲賀市にゆかりのある同世代

の若者がつながることで、就学や就労により市外

に転出した若者層のＵターンのきっかけづくりに

取り組む。

主な質疑　

業務委託、具体的な内容を確認。
地域防犯カメラ設置補助

600万円

地域自らが設置する防犯カメラの設置費用を補助

する。

主な質疑　

甲賀市の基本スタンス、今後の計画などを確認。

予
算
の
特
徴
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予算額（構成比％） 概　　要

民 生 費 148億 316万8千円（35.9％） 高齢者や子ども、障がい者の福祉

教 育 費 51億7,399万2千円（12.5％） 学校教育、文化・スポーツの振興

総 務 費 48億 179万7千円（11.6％） 地域情報基盤や地域コミュニティ

衛 生 費 38億3,591万4千円（ 9.3％） 健康で衛生的な生活環境の推進

土 木 費 36億8,795万4千円（ 8.9％） 道路や公園などの公共施設の整備

農林水産業費 17億2,523万1千円（ 4.2％） 農業や林業の振興

消 防 費 15億2,178万9千円（ 3.7％） 消防団の運営、災害対策

商 工 費 6億9,091万9千円（ 1.7％） 商工業の振興

議 会 費 2億5,860万4千円（ 0.6％） 市議会の運営

労 働 費 1億7,204万5千円（ 0.4％） 労働者の福祉向上、就労支援

公 債 費 45億2,858万3千円（11.0％） 借りたお金の返済

災害復旧費 4千円（ 0.0％） 災害による被災復旧

予 備 費 1億円（ 0.2％） 緊急事態への対応

総 額 413億円



　
令
和
４
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

は
、
総
額
４
１
３
億
円
。

　
対
前
年
比
16

億
４
千
万
円
の
増
で
、

率
に
し
て
4.1

％
の
増
加
。

●
「
子
育
て
・
教
育
」

　
安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
が
で
き
る

環
境
を
つ
く
る
た
め
、
電
子
母
子
手
帳

の
導
入
、
お
む
つ
支
給
等
の
子
育
て
支

援
、
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
完
全
無
料

化
、Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
の
導
入
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
学
習
支
援
な
ど
。

●
「
地
域
経
済
」

　
総
合
計
画
に
掲
げ
る
目
標
人
口
の
達

成
に
向
け
、
移
住
定
住
促
進
モ
デ
ル
事

業
、
若
者
Ｕ
タ
ー
ン
促
進
事
業
、
地
球

温
暖
化
対
策
実
行
計
画
の
策
定
、Ｊ

-

ク

レ
ジ
ッ
ト
推
進
事
業
な
ど
。

●
「
福
祉
・
介
護
」

　
妊
婦
健
診
に
か
か
る
費
用
を
全
額
補

助
す
る
と
と
も
に
、
ご
み
排
出
困
難
者

支
援
事
業
、
妊
婦
特
別
給
付
金
事
業
、

不
妊
等
治
療
特
別
給
付
金
事
業
な
ど
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
検
査
は
重

要
と
の
認
識
を
示
し
な
が
ら
、
検
査
の

予
算
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
市
と
し

て
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
。
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
な
ど
民
間
委
託
が
拡
大
し

て
い
る
。
市
の
仕
事
に
対
し
職
員
が
少

な
い
。
職
員
が
市
民
に
き
ち
ん
と
向
き

合
う
体
制
が
必
要
で
あ
る
。
行
政
の
デ

ジ
タ
ル
化
を
急
速
に
進
め
る
予
算
で
あ

り
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や
情
報
弱
者
へ
の

対
応
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
る
。

　
中
学
３
年
生
ま
で
医
療
費
の
完
全
無

料
化
を
大
き
く
評
価
。
地
域
経
済
の
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野
で
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
シ

テ
ィ
宣
言
、Ｊ

‒

ク
レ
ジ
ッ
ト
推
進
事

業
、
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
の
策

定
、
移
住
定
住
促
進
事
業
に
期
待
。
福

祉
介
護
の
分
野
で
は
妊
婦
検
診
に
か
か

る
費
用
の
全
額
補
助
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
か
ら
市
民
の
健
康
と
暮

ら
し
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に
、
随
所

に
新
し
い
豊
か
さ
を
追
求
す
る
視
点
が

反
映
さ
れ
た
予
算
で
あ
る
こ
と
。
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算
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、
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成
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も
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と
決
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子育て・教育に関する予算

おむつ等支給子育て支援

1,871万1千円

１歳になるまでの育児用品の支給（月１回）に併

せて、自宅訪問による見守り、相談を開始する。

主な質疑　

システムの概要、委託先、得られる効果について

確認。

甲南統合認定こども園

5,838万 6千円

甲南地域の３園を統合し、新たな私立認定こども

園の整備に着手する。

主な質疑　

跡地利用について確認。

夢の学習事業、
社会教育コーディネーター設置事業

4,820万円

各中央公民館に社会教育指導員を配置し、「夢の学

習」と連携しながら地域における生涯学習を推進。

また、地域マネージャーと連携し、地域の実情に応

じた課題や教室等の開催を行う。

主な質疑　

委託料の根拠、連携について確認。

放課後児童クラブ学習支援

169万円

家庭における学びを支援するため、児童クラブに

おいて学習支援に取り組む。

主な質疑　

学童保育の役割とAIドリルの導入の是非について

確認。

電子母子手帳の導入

176万円

乳幼児健診等の子どもの成長記録や予防接種のス

ケジュール管理などアプリを導入する

主な質疑　

スマホアプリの特徴や内容について確認。

若者Ｕターン促進事業

500万円

若者が市政に関わる機会を増やすとともに、30歳

という人生の節目に甲賀市にゆかりのある同世代

の若者がつながることで、就学や就労により市外

に転出した若者層のＵターンのきっかけづくりに

取り組む。

主な質疑　

業務委託、具体的な内容を確認。
地域防犯カメラ設置補助

600万円

地域自らが設置する防犯カメラの設置費用を補助

する。

主な質疑　

甲賀市の基本スタンス、今後の計画などを確認。

予
算
の
特
徴

市議会だより　vol.705



福祉・介護に関する予算 地域経済に関する予算

カーボンニュートラル推進事業

1,002万 9千円

カーボンニュートラルの実現に向け、再生可能エ

ネルギーの導入目標を含めた地球温暖化対策実行

計画（区域施策・事務事業）を策定する。

主な質疑　

業務委託内容について確認。

移住定住促進モデル事業

2,476万 4千円

市外からの移住定住者を増加させるため甲賀市な

らではの移住定住モデルを構築する。

主な質疑　

移住コーディネート業務委託と移住支援業務委託

の内容を確認。

感染症の拡大防止

2億 3,990万 3千円

病院、福祉施設、保育園等における感染症対策を

徹底するとともに、ワクチン接種を促進する。

主な質疑　

市内感染状況とワクチン接種状況について確認。

重層的支援体制整備事業
アウトリーチ等事業

271万 5千円

長期にわたりひきこもりの状態にあるなど、自ら支

援につながることが難しい人に、本人との関係性の

構築にむけて支援する。

主な質疑　

甲賀市における引きこもりの状況と委託業務内容を

確認。

信楽地域包括支援センター業務委託

2,829万 4千円

保健センターにおける高齢、子育て、障がい、困

窮などの複合的な課題への対応を強化するため、

包括支援センターの業務を民間に委託する。

主な質疑　

現状の対応状況と業務委託による効果を確認。

重層的支援体制整備事業
多機関協同事業

1,652万 2千円

支援関係機関等が受け止めた相談のうち、複雑化・

複合化した支援ニーズを有する事例等に対して支援

を行う。また事例全体の調整機能を果たすなどの役

割を担う。

主な質疑　

相談支援の連携について確認。

高齢者に向けたデジタル活用支援

130万円

区・自治会、自治振興会等が開催するスマートフォン

教室へ支援員を派遣する。

主な質疑　

丁寧で分かりやすい説明、消費者被害対策などにつ

いて確認。

結婚支援事業

770万 7千円

結婚を希望する男女が、結婚への一歩を踏み出せ

るよう、結婚支援員による相談や様々な支援を行

う。また、結婚された方の新生活を応援する。

主な質疑　

事業の要件、補助内容について確認。

官民連携エリアリノベーション
手法検討業務

2,000万円

クリエイター等の短期・中期の滞在施設として、エリ

ア内に点在する複数の遊休施設の活用を検討。信

楽窯元散策路の整備など。

主な質疑　

国の補助金による実施を確認。

女性による
チャレンジショップ開催支援

90万円

民間施設を活用したお試し出店を支援する。

主な質疑　

民間事業者との兼ね合いについて確認。

空家等対策事業

1,561万7千円

地域住民の生活環境に影響を及ぼす空き家の除却

の促進や、利用可能な空き家の活用を促進するた

め、行政指導や法律相談会、空き家バンクの運営

等を行う。

主な質疑　

管理不全空き家の予算拡充などを確認。

ウッドスタート宣言

87万 5千円

甲賀市産材を活用した誕生祝品として「木製おも

ちゃ」をデザイン・制作する木育推進事業。

主な質疑　

今後の取り組みの内容について確認。

貴生川駅周辺整備事業

2,045万 9千円

貴生川駅周辺の地域拠点としての機能を強化する

ため、都市機能と居住の集積を推進する。また、

都市再生、再開発の知見、ノウハウを持つ民間人

材の登用を行い、推進体制を強化する。

主な質疑　

負担金の内容について確認。

「鹿深夢の森」式典会場でのリハーサル風景

ごみ排出困難者支援

ごみを排出することが困難な高齢者や障がい者の

世帯を支援する。

主な質疑　

対象者と支援人数、見守り方法、今後の広がり等

を確認。

731万 6千円

2022.5 6



福祉・介護に関する予算 地域経済に関する予算

カーボンニュートラル推進事業

1,002万 9千円

カーボンニュートラルの実現に向け、再生可能エ

ネルギーの導入目標を含めた地球温暖化対策実行

計画（区域施策・事務事業）を策定する。

主な質疑　

業務委託内容について確認。

移住定住促進モデル事業

2,476万 4千円

市外からの移住定住者を増加させるため甲賀市な

らではの移住定住モデルを構築する。

主な質疑　

移住コーディネート業務委託と移住支援業務委託

の内容を確認。

感染症の拡大防止

2億 3,990万 3千円

病院、福祉施設、保育園等における感染症対策を

徹底するとともに、ワクチン接種を促進する。

主な質疑　

市内感染状況とワクチン接種状況について確認。

重層的支援体制整備事業
アウトリーチ等事業

271万 5千円

長期にわたりひきこもりの状態にあるなど、自ら支

援につながることが難しい人に、本人との関係性の

構築にむけて支援する。

主な質疑　

甲賀市における引きこもりの状況と委託業務内容を

確認。

信楽地域包括支援センター業務委託

2,829万 4千円

保健センターにおける高齢、子育て、障がい、困

窮などの複合的な課題への対応を強化するため、

包括支援センターの業務を民間に委託する。

主な質疑　

現状の対応状況と業務委託による効果を確認。

重層的支援体制整備事業
多機関協同事業

1,652万 2千円

支援関係機関等が受け止めた相談のうち、複雑化・

複合化した支援ニーズを有する事例等に対して支援

を行う。また事例全体の調整機能を果たすなどの役

割を担う。

主な質疑　

相談支援の連携について確認。

高齢者に向けたデジタル活用支援

130万円

区・自治会、自治振興会等が開催するスマートフォン

教室へ支援員を派遣する。

主な質疑　

丁寧で分かりやすい説明、消費者被害対策などにつ

いて確認。

結婚支援事業

770万 7千円

結婚を希望する男女が、結婚への一歩を踏み出せ

るよう、結婚支援員による相談や様々な支援を行

う。また、結婚された方の新生活を応援する。

主な質疑　

事業の要件、補助内容について確認。

官民連携エリアリノベーション
手法検討業務

2,000万円

クリエイター等の短期・中期の滞在施設として、エリ

ア内に点在する複数の遊休施設の活用を検討。信

楽窯元散策路の整備など。

主な質疑　

国の補助金による実施を確認。

女性による
チャレンジショップ開催支援

90万円

民間施設を活用したお試し出店を支援する。

主な質疑　

民間事業者との兼ね合いについて確認。

空家等対策事業

1,561万7千円

地域住民の生活環境に影響を及ぼす空き家の除却

の促進や、利用可能な空き家の活用を促進するた

め、行政指導や法律相談会、空き家バンクの運営

等を行う。

主な質疑　

管理不全空き家の予算拡充などを確認。

ウッドスタート宣言

87万 5千円

甲賀市産材を活用した誕生祝品として「木製おも

ちゃ」をデザイン・制作する木育推進事業。

主な質疑　

今後の取り組みの内容について確認。

貴生川駅周辺整備事業

2,045万 9千円

貴生川駅周辺の地域拠点としての機能を強化する

ため、都市機能と居住の集積を推進する。また、

都市再生、再開発の知見、ノウハウを持つ民間人

材の登用を行い、推進体制を強化する。

主な質疑　

負担金の内容について確認。

「鹿深夢の森」式典会場でのリハーサル風景

ごみ排出困難者支援

ごみを排出することが困難な高齢者や障がい者の

世帯を支援する。

主な質疑　

対象者と支援人数、見守り方法、今後の広がり等

を確認。

731万 6千円

市議会だより　vol.707
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3月定例会議案審議（特別会計）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
第
６
波
が
収
束
を
見
せ
な
い
中
、
３
月
定
例
会

が
２
月
17
日
か
ら
３
月
25
日
ま
で
37
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
当
初
予
算
を
始
め
、
条
例
改
正
や
契
約
、
財
産
取
得
な
ど
市
長
提
案

34
件
を
中
心
に
活
発
な
質
疑
と
と
も
に
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
会
期
中
に
発
生
し
た
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
受
け
て
、
ロ
シ
ア

に
対
す
る
非
難
決
議
案
を
急
遽
、
議
員
発
議
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

ま
つ
わ
る
決
議
と
と
も
に
全
会
一
致
で
議
決
し
ま
し
た
。
そ
の
他
意
見
書
案
５
件
を

審
議
、
議
決
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

P
IC

K
 U

P
 1

　

国
民
皆
保
険
制
度
を
支
え
る
役
割
を

担
う
制
度
。
県
と
市
が
共
同
保
険
者
と

し
て
運
営
し
て
い
る
。

  

主
な
質
疑

Q
医
療
費
の
伸
び
率
を
10
・
６
％
と
し

て
い
る
が
、
３
年
度
は
２
・
03
％
で
あ
っ

た
。
積
算
根
拠
は
ど
う
か
。

A
３
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
受
診
控
え
を
考
慮
し
た
積

算
で
あ
っ
た
。
４
年
度
は
２
年
度
を
推

計
か
ら
除
外
し
、
元
年
度
か
ら
３
年
度

へ
の
推
計
と
し
た
も
の
。

Q
特
定
検
診
の
受
診
勧
奨
は
県
の
デ
ー

タ
に
基
づ
く
と
変
更
さ
れ
た
が
、
詳
細

を
伺
う
。

A
３
年
度
ま
で
は
市
が
業
者
委
託
に
よ

り
未
受
診
者
の
特
性
に
合
わ
せ
た
デ
ー

タ
を
作
成
し
て
い
た
が
、
４
年
度
に
お

い
て
は
同
様
の
デ
ー
タ
作
成
を
県
が
行

う
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
利
用
す
る
。

Q
事
業
運
営
の
た
め
の
広
域
連
合
へ
の

納
付
金
の
変
更
点
、
積
算
根
拠
は
。

A
令
和
２
年
度
に
策
定
さ
れ
、
４
年
度

の
変
更
は
な
い
。
４
年
度
は
前
年
対
比

で
２
４
５
６
万
円
減
の
予
算
。
算
定
根

拠
は
、
広
域
連
合
の
市
町
連
携
会
議
で

示
さ
れ
る
も
の
。

  

反 
対 

討 

論

　

未
就
学
児
の
均
等
割
の
半
額
が
公
費

負
担
と
な
っ
た
と
こ
ろ
は
評
価
で
き
る

が
、
均
等
割
自
体
が
大
き
な
負
担
で
あ

る
。
保
険
料
の
引
き
下
げ
を
求
め
る
と

と
も
に
、
特
定
検
診
に
つ
い
て
も
部
局

間
連
携
に
よ
り
、
効
果
的
な
予
防
に
努

め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
反
対
。

  

賛 

成 

討 

論

　

医
療
給
付
費
は
増
加
す
る
も
の
の
、

保
険
料
を
据
え
置
い
た
こ
と
や
デ
ー
タ

活
用
の
県
へ
の
移
行
に
よ
る
事
務
の
効

率
化
を
図
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
賛
成
。

 

採
決　

賛
成
多
数
に
て
可
決

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

P
IC

K
 U

P
 3

P
IC

K
 U

P
 2

　

高
齢
者
が
安
心
し
て
、
可
能
な
限
り
住

み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
し
て
い
け
る
よ

う
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
、
予
防
や
健

康
づ
く
り
を
行
う
た
め
の
保
険
制
度
。

  

主
な
質
疑

Q
保
険
料
率
が
２
年
に
一
度
の
見
直
し

時
期
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
改
定
さ

れ
た
か
。

A
被
保
険
者
数
の
増
加
は
あ
る
が
、
所

得
割
は
据
え
置
き
。
均
等
割
の
み
の
増

額
と
な
り
、
一
人
当
た
り
の
平
均
保
険

料
は
３
８
１
円
の
増
額
。

  

反 

対 

討 

論

　

高
齢
者
を
切
り
離
し
、
医
療
費
を
抑

え
よ
う
と
す
る
制
度
自
体
が
問
題
。
保

険
料
は
増
加
の
一
途
を
辿
り
、
４
年
度

も
増
額
と
な
っ
て
い
る
。
検
診
対
象
も

削
減
さ
れ
て
お
り
、
人
間
ド
ッ
ク
助
成

も
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
反
対
。

  

賛 

成 

討 

論

　

保
険
料
の
軽
減
措
置
が
所
得
に
応
じ

て
行
わ
れ
て
い
る
。
フ
レ
イ
ル
予
防
な

ど
衛
生
費
を
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ

る
な
ど
、
市
と
し
て
の
独
自
施
策
も
評

価
で
き
る
こ
と
か
ら
賛
成
。

 

採
決　

賛
成
多
数
に
て
可
決

  

主
な
質
疑

Q
総
合
事
業
及
び
特
定
入
所
者
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
が
減
少
し
て
い
る
が
、
理

由
は
何
か
。

A
総
合
事
業
で
は
緩
和
型
サ
ー
ビ
ス
は

身
体
介
護
を
伴
わ
な
い
生
活
援
助
の
み

で
あ
り
、
実
績
見
込
み
に
よ
り
計
上
。

特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
は
制
度

改
正
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

  

反 

対 

討 

論

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

れ
て
は
お
ら
ず
、
現
状
で
は
家
族
介
護

に
頼
る
状
態
で
あ
る
。
施
設
入
所
待
機

も
依
存
と
し
て
多
い
。
ま
た
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
が
保
険
料
に
跳
ね
返
る
制
度
に

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
反
対
。

  

賛 

成 

討 

論

　

市
独
自
の
多
段
階
に
よ
る
保
険
料
区

分
に
よ
り
、
所
得
に
応
じ
た
保
険
料
算

定
が
行
わ
れ
て
お
り
、
４
年
度
か
ら
取

り
組
む
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に

よ
り
、
相
談
体
制
を
更
に
高
め
る
計
画

に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
賛
成
。

 

採
決　

賛
成
多
数
に
て
可
決

　

75
歳
以
上
及
び
65
～
75
歳
未
満
の
一
定

の
障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
と
す
る
医
療

保
険
制
度
。
滋
賀
県
広
域
連
合
が
保
険
者

と
し
て
、
市
は
そ
れ
に
基
づ
く
保
険
料
徴

収
事
務
な
ど
を
担
う
。



市議会だより　vol.709

◆
職
員
が
妊
娠
、
出
産
、
育
児
等
と
仕

事
の
両
立
支
援
に
よ
り
育
児
休
業
を

取
り
や
す
く
す
る
改
正
。

◆
議
員
の
期
末
手
当
を
人
事
院
勧
告
に

準
拠
し
て
引
き
下
げ
る
改
正
。

◆
中
学
校
３
年
生
ま
で
の
通
院
医
療
費

を
全
額
助
成
す
る
た
め
の
改
正
。

◆
市
有
財
産

の
処
分
（
甲

賀
町
上
野

の
旧
上
野

教
育
集
会

所
の
隣
接

地
及
び
遊

具
を
上
野

区
へ
無
償

譲
渡
）

◆
指
定
管
理
者
の
指
定
（
野
洲
川
児
童

公
園
の
市
営
管
理
者
に
甲
賀
市
ス

ポ
ー
ツ
協
会
を
指
定
す
る
も
の
）

◆
市
道
路
線
の
認
定
（
暁
３
号
線
・
野

田
下
浦
10
号
線
・
長
野
川
東
線
）

◆
契
約
の
締
結
（
水
口
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
改
修
工
事
を
３
億
４
９
８
０
万

円
で
辻
寅
建
設
と
契
約
）

◆
財
産
の
所
得
（
甲
南
認
定
こ
ど
も
園

整
備
事
業
用
地
５
７
１
１
・
71
㎡
を

２
４
５
６
万
円
で
取
得
す
る
も
の
）

コ
ム
こ
う
か
よ
り
４
億
円
一
括
返
済
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、
説
明
を
求
め
る
。

A
経
営
努
力
に
よ
り
、
債
務
超
過
も
解

消
で
き
る
見
込
み
。
新
た
な
借
入
と
自

己
資
金
に
よ
り
、
同
社
か
ら
の
申
し
入

れ
に
よ
る
一
括
返
済
。

Q
甲
賀
創
健
文
化
振
興
事
業
団
へ
の
補

助
金
１
９
１
０
万
円
の
基
準
、
交
付
金

の
活
用
の
是
非
は
。

A
コ
ロ
ナ

の
影
響
に

よ
る
減
収

を
補
填
す

る

も

の
。

損
失
補
填

に
あ
た
る

こ
と
か
ら

臨
時
交
付

金
の
趣
旨

に
な
じ
ま

ず
、
一
般

財
源
で
措
置
す
る
。

Q
小
中
学
校
の
感
染
症
対
策
費
と
し
て

８
７
５
万
円
計
上
。
検
査
キ
ッ
ト
の
購

入
な
ど
検
査
費
用
と
し
て
も
利
用
す
べ

き
で
は
。

A
必
要
な
物
品
の
購
入
に
あ
て
る
。
交

付
要
綱
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
た
め
、

検
査
キ
ッ
ト
に
は
利
用
で
き
な
い
。

 

討
論
・
採
決

討
論
は
な
く
、
全
員
賛
成
で
可
決

3月定例会議案審議（条例・補正予算その他）

条
例
改
正

補
正
予
算

P
IC

K
 U

P
 4

P
IC

K
 U

P
 5

　

国
際
化
推
進
委
員
会
を
多
文
化
共
生

推
進
委
員
会
に
変
更
。
地
域
情
報
基
盤

の
あ
り
方
審
議
会
及
び
市
民
参
画
・
協

働
検
討
委
員
会
を
追
加
す
る
も
の
。

　

国
・
県
の
補
助
採
択
に
伴
う
事
業
追

加
や
財
源
更
生
と
と
も
に
入
札
差
額
や

不
用
と
な
っ
た
予
算
の
減
額
等
を
行
う

も
の
。

　

市
職
員
の
給
与
を
人
事
院
勧
告
に
準

拠
し
て
引
き
下
げ
る
も
の
。

  

主
な
質
疑

Q
委
員
構
成

は
広
く
公
募

す
る
こ
と
も

含
め
て
重
要

で

あ

る

が
、

選
任
方
法
は
。

A
目
的
に
合

わ
せ
た
選
任

と
と
も
に
公

募
枠
も
検
討

す
る
。

Q
市
の
審
議
事
項
提
起
の
み
で
は
な

く
、
深
い
視
点
の
議
論
が
必
要
で
は
。

A
幅
広
く
ご
審
議
い
た
だ
き
、
審
議
会

と
し
て
の
総
意
を
ま
と
め
て
い
た
だ

く
。

 

討
論
・
採
決

討
論
は
な
く
、
全
員
賛
成
で
可
決

  

主
な
質
疑

Q
歳
入
の
貸
付
金
元
利
収
入
で
、
あ
い

  

反 

対 

討 

論

　

コ
ロ
ナ
禍
で
ご
苦
労
い
た
だ
い
て
い

る
職
員
の
士
気
低
下
に
つ
な
が
る
こ
と

か
ら
反
対
。

  

賛 

成 

討 

論

　

勤
務
条
件
が
国
家
公
務
員
や
民
間
人

と
比
べ
て
、
適
切
か
ど
う
か
を
常
に
考

え
る
義
務
が
地
方
公
共
団
体
に
あ
る
。

情
勢
に
適
応
し
た
措
置
で
あ
り
賛
成
。

 

採
決　

賛
成
多
数
に
て
可
決

議
案
第
11

号
　

附
属
機
関
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定

議
案
第
22

号
　

一
般
会
計
補
正
予
算

議
案
第
16

号
　

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び

一
般
職
の
任
期
付
き
職
員
の
採
用

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定

附属機関での会議

事業団の運営する B&G プール

譲渡される上野区の公園

そ
の
他
の
議
案
（
抜
粋
）

そ
の
他
の
議
案
（
抜
粋
）

　
　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決
　

　
　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決
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3月定例会議案審議・意見書

全員賛成で可決した議案

令和4年度
予算

令和４年度野洲川基幹水利施設管理事業特別会計予算

令和４年度甲賀市病院事業会計予算

令和４年度甲賀市水道事業会計予算

令和４年度甲賀市診療所事業会計予算

令和４年度甲賀市介護老人保健施設事業会計予算

令和４年度甲賀市下水道事業会計予算

条例の制定

甲賀市附属機関設置条例の一部を改正する条例の制定
について

甲賀市個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定
について

甲賀市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

甲賀市議会の議員の議員報酬等に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

甲賀市特別職の職員の給与等に関する条例及び甲賀市
教育委員会教育長の給与等に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

甲賀市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

甲賀市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制
定について

甲賀市福祉医療費助成条例の一部を改正する条例の制
定について

甲賀市消防団条例の一部を改正する条例の制定につい
て

提案者 全員賛成で可決した議案

決　議

谷永
新型コロナウイルス感染症に係るすべての差
別や偏見、誹謗中傷等の根絶に関する決議に
ついて

戎脇
ロシアによるウクライナ侵略を非難する決議
について

意見書 堀
地方創生と感染症対策に資するデジタル化の
推進を求める意見書の提出について

条例の制定
甲賀市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する
条例の制定について

補正予算

令和３年度甲賀市一般会計補正予算
（第11号）

令和３年度甲賀市国民健康保険特別会計補正予算（第
３号）

令和３年度甲賀市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第２号）

その他

財産の処分につき議決を求めることについて

指定管理者の指定につき議決を求めることについて

指定管理者の指定期間の変更につき議決を求めること
について

指定管理者の指定期間の変更につき議決を求めること
について

市道路線の認定につき議決を求めることについて

契約の締結につき議決を求めることについて

財産の取得につき議決を求めることについて

賛否の分かれた議案・意見書　議決結果

議案等の名称 提案者

討論 凛風会 誠翔会 公明党
日本共産党

甲賀市議員団
北
田　

麗
子

福
井　
　

進

糸
目　

仁
樹

結　

果反
対

賛
成

西
田　
　

忠

瀬
古　

幾
司

西
村　
　

慧

林
田　

久
充

橋
本　

恒
典

谷
永　

兼
二

田
中　

新
人

橋
本　

律
子

中
島　

裕
介

奥
村　

則
夫

小
倉　
　

剛

里
見　
　

淳

戎
脇　
　

浩

小
河　

文
人

木
村　

眞
雄

堀　
　

郁
子

田
中　

將
之

西
山　
　

実

岡
田　

重
美

山
岡　

光
広

令和４年度甲賀市一般会計
予算

市
長

岡
田

里
見

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ 可

令和４年度甲賀市国民健康
保険特別会計予算

市
長

山
岡

橋
本
律

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ 可

令和４年度甲賀市後期高齢
者医療特別会計予算

市
長

山
岡

木
村

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ 可

令和４年度甲賀市介護保険
特別会計予算

市
長

山
岡

中
島

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ 可

甲賀市職員の給与に関する
条例及び甲賀市一般職の任
期付職員の採用等に関する
条例の一部を改正する条例
の制定について

市
長

岡
田

谷
永

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ 可

日本政府に核兵器禁止条約
の締約国会議にオブザー
バー参加を求める意見書の
提出について

西
山

瀨
古

山
岡

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ○ ● 否

文書通信交通滞在費の抜本
的見直しを求める意見書の
提出について

岡
田

堀
西
山

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ○ ● 否

新型コロナ患者等を受け入
れるための病床確保補助の
継続を求める意見書の提出
について

山
岡

戎
脇

西
村

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ○ ● 可

介護職員の処遇改善に関す
る手続きの簡素化と対象職
種の拡大を求める意見書の
提出について

木
村

岡
田

堀 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ 可

○：賛成　●：反対

※田中喜克議員は議長のため採決に加わらない

3 月定例会議案等の審議結果



委員長　小河文人　副委員長　岡田重美　　福井進・奥村則夫・瀨古幾司・西村慧・堀郁子・谷永兼二

■1月21日
消防団の処遇改善について、自治振興会、区・自治
会の整理に係る今後の方向性について、（株）あいコ
ムこうかの経営健全化に向けた取り組みの進捗状況
等
■2月7日
信楽文教ゾーンの土地利用について、公共施設利用
料の見直し方針（案）について、投票所等の見直しに
ついて
■3月11日
付属機関設置条例の一部を改正する条例の制定、消
防団条例の一部を改正する条例の制定、職員の給与
に関する条例及び一般職の任期付職員の採用等に関
する条例の一部を改正する条例の制定、職員の特殊
勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制定
等

総合計画、財政、自治振興、危機管理等に関わる委員会です。

日誌総務常任委員会

市議会だより　vol.7011

　

投
票
所
等
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

市
内
の
投
票
所
は
、
旧
町
の
ま
ま
引

き
継
ぎ
、
合
併
後
も
見
直
さ
れ
て
い
な

い
状
況
で
あ
り
、
選
挙
事
務
の
効
率
化
・

合
理
化
と
有
権
者
の
投
票
環
境
の
向
上

を
目
指
し
、
甲
賀
市
投
票
区
域
編
成
審

議
会
を
設
置
し
て
、
見
直
し
が
検
討
さ

れ
ま
す
。

 

主
な
質
疑

Q
商
業
施
設
も
検
討
す
る
の
か
。

A
期
日
前
投
票
も
含
め
検
討
す
る
。

Q
投
票
率
が
低
下
し
な
い
か
。

A
先
進
事
例
で
は
、
共
通
投
票
所
に
す

る
な
ど
利
便
性
が
増
し
、
投
票
率
が

ア
ッ
プ
し
た
事
例
も
あ
る
。

Q
審
議
会
委
員
は
ど
う
い
う
方
を
想
定

し
て
い
る
の
か
。

A
区
長
会
長
、
ゆ
う
ゆ
う
ク
ラ
ブ
な
ど

各
種
団
体
長
、

明
る
い
選
挙
推

進
協
議
会
委
員

な
ど
を
考
え
て

い
る
。

　

信
楽
文
教
ゾ
ー
ン
の

　

土
地
利
用
に
つ
い
て

　

信
楽
認
定
こ
ど
も
園
と
信
楽
小
学
校

の
一
体
的
利
用
を
図
る
た
め
、
こ
ど
も

園
は
小
学
校
の
既
存
プ
ー
ル
跡
地
に
、

窯
業
試
験
場
跡
地
は
、
駐
車
場
と
し
て

利
用
す
る
計
画
で
す
。

　

ま
た
、
信
楽
小
学
校
は
、
老
朽
化
に

よ
り
優
先
的
に
対
応
の
必
要
が
あ
る
こ

と
よ
り
、
令
和
４
年
度
よ
り
建
築
設
計

に
着
手
さ
れ
ま
す
。

 

主
な
質
疑

Q
認
定
こ
ど
も
園
の
規
模
は
。

A
将
来
再
編
と
な
っ
た
場
合
に
も
対
応

で
き
る
よ
う
園
児
80
～
１
０
０
名
規
模

と
し
た
い
。

Q
小
学
校
の
規
模
は
。

A
現
在
の
児
童
数
に
応
じ
た
規
模
で
あ

る
が
、
再
編
し
た
場
合
に
増
築
可
能
な

構
造
や
配
置
に
す
る
。

Q
小
中
一
貫
教

育
を
見
据
え
た

施
設
と
な
る
の

か
。

A
一
貫
教
育
に

も
対
応
で
き
、

連
携
が
図
れ
る

施
設
配
置
を
検

討
す
る
。

　

消
防
団
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
（
団
員
の
年
額
報
酬
・
出
動

報
酬
の
引
上
げ
）

 

主
な
質
疑

Q
出
動
報
酬
に
お
い
て
、
時
間
管
理
は

ど
う
す
る
の
か
。
ま
た
、
８
時
間
以
上

と
な
る
場
合
は
交
代
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
可
能
か
。

A
現
場
指
揮
官
が
出
動
時
間
を
把
握
、

報
告
す
る
。
ま
た
、
８
時
間
上
限
に
つ

い
て
は
、
市
消
防
団
の
取
決
め
事
項
と

し
て
周
知
す
る
。

 

採
決　

全
員
賛
成
で
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定

　

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

（
保
育
士
等
臨
時
手
当
と
し
て
、
本

年
２
月
に
遡
り
一
ヶ
月
９
千
円
の
範

囲
で
支
給
）

 

主
な
質
疑

Q
い
つ
ま
で
実
施
の
予
定
か
。

A
令
和
５
年
３
月
ま
で
国
庫
補
助
と
地

方
交
付
税
に
基
づ
き
実
施
す
る
が
、
以

降
は
国
の
動
向
（
人
事
院
勧
告
等
）
を
見

て
検
討
す
る
。

 

採
決　

全
員
賛
成
で
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定

所
管
事
務
調
査

付
託
議
案
審
査

現在の投票所数 見直し後の投票所数

水口地域 30 水口地域 14

土山地域 9 土山地域 4

甲賀地域 16 甲賀地域 4

甲南地域 18 甲南地域 8

信楽地域 22 信楽地域 7

計 95 計 37



市民の生活と福祉、医療介護、子育て、文化やスポーツ、
教育に関わる委員会です。

委員長　田中新人　副委員長　戎脇浩　　北田麗子・木村眞雄・中島裕介・山岡光広・橋本律子

日誌厚生文教常任委員会 ■1月19日

第２次甲賀市総合計画案について、子育て支援セン
ターの現状について、一時預かり保育事業について、
第11次甲賀市交通安全計画の策定方針について等
■2月9日

ここのっす園視察、信楽文教ゾーンの土地利用につ
いて、史跡紫香楽宮跡整備事業の経過について、子
育て世帯特別給付金等の実施について、令和４年度
国民健康保険税率の改正について、市と区・自治会
の防犯灯の管理について等
■3月9日

令和４年度介護保険特別会計予算、後期高齢者医療
特別会計予算、国民健康保険特別会計予算、病院事
業会計予算、診療所事業会計予算等
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信
楽
文
教
ゾ
ー
ン
の

　

土
地
利
用
に
つ
い
て

               

主
な
質
疑

Q
認
定
こ
ど
も
園
や
小
学
校
の
新
築

は
、
再
編
で
は
な
く
、
長
寿
命
化
を
前

提
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
再

編
や
今
後
の
在
り
方
を
分
け
て
議
論
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
地
域
へ
も

説
明
文
書
等
の
配
慮
が
必
要
で
は
な
い

か
。

A
従
来
よ
り
総
合
計
画
実
施
計
画
に
お

い
て
方
向
性
を
示
し
て
き
た
が
、
現
施

設
の
建
替
え
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た

上
で
丁
寧
な
説
明
に
努
め
る
。

Q
市
道
神
輿
道
の
交
通
量
は
今
後
増
加

す
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
ど
も
園
出
入

り
口
の
カ
ー
ブ
は
危
険
。
解
消
で
き
な

い
か
。

A
２
車
線
化
、
自
歩
道
設
置
や
直
視
で

き
る
構
造
に
し
て
安
全
性
を
高
め
る
。

　

こ
こ
の
っ
す
園
（
水
口
東
・
岩
上
統

合
認
定
こ
ど
も
園
）
新
築
工
事

　

２
月
９
日
に
本
委
員
会
で
、
認
定
こ

ど
も
園
「
こ
こ
の
っ
す
園
」（
水
口
町
秋

葉
）
を
視
察
し
ま
し
た
。
認
定
こ
ど
も

園
と
は
、
小
学
校
就
学
前
の
こ
ど
も
に

教
育
と
保
育
、
そ
し
て
保
護
者
に
対
す

る
子
育
て
支

援
を
提
供
す

る
総
合
的
施

設
で
す
。
急

ピ
ッ
チ
で
工

事
が
進
め
ら

れ
、
４
月
に

開
園
し
ま
し

た
。 

所
管
事
務
調
査

現
地
視
察

　

令
和
４
年
度
診
療
所
事
業
会
計
予
算

に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
対
策
を
行
い
な
が
ら
、
ワ
ク
チ
ン
の

個
別
接
種
の
実
施
や
か
か
り
つ
け
医
と

し
て
必
要
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

予
算
。
ま
た
、
日
曜
診
療
の
継
続
実

施
、
老
朽
化
に
よ
る
医
療
機
器
の
更
新

整
備
を
行
い
、
市
民
の
皆
様
が
安
心
し

て
日
々
過
ご
せ
る
医
療
体
制
を
整
備
し

　

水
口
中
央
公
民
館
周
辺
整
備
事
業
に

つ
い
て

　

水
口
中
央
公
民
館
は
、
昭
和
44
年
に

建
設
さ
れ
、
老
朽
化
が
著
し
い
状
況
で

す
。
そ
こ
で
、
旧
水
口
体
育
館
及
び
水

口
中
央
公
民
館
を
解
体
し
、
新
た
な
施

設
整
備
を
進
め
、
有
効
な
土
地
利
用
が

図
ら
れ
ま
す
。
新
た
な
施
設
は
、
ま
ち

づ
く
り
拠
点
、
防

災
拠
点
、
公
民
館

機
能
を
併
せ
持
つ

複
合
施
設
と
し
て

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
整

備
が
進
め
ら
れ
ま

す
。

付
託
議
案
審
査

報
告
事
項

て
安
定
し
た
診
療
を
確
保
す
る
も
の
で

す
。

 

主
な
質
疑

Q
み
な
く
ち
診
療
所
の
日
曜
診
療
の
状

況
と
課
題
、
お
よ
び
令
和
４
年
度
診
療

体
制
に
つ
い
て
問
う
。

A
日
曜
診
療
開
設
の
認
知
度
が
ま
だ
ま

だ
低
く
、
広
報
活
動
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
医
師
を
継
続
的
に
確
保
す
る
こ

と
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

 

採
決　

全
員
賛
成
で
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定

駐車場予定地の信楽窯業試験場

開園間近の「ここのっす園」

コミュニティセンターに
生まれ変わる水口公民館



委員長　橋本恒典・副委員長　西田忠　　西山実・糸目仁樹・小倉剛・里見淳・林田久充・田中將之

産業、建設、観光振興、上下水道、生活環境に関わる委員会です。

■1月18日
道の駅あいの土山の活性化に向けた基本方針、忍者
月間事業、第72回全国植樹祭、農業振興地域整備
計画の策定、市道漆谷中山谷線災害復旧事業の完了、
既存観光拠点再生・高付加価値化推進事業（交通連
携型）を活用した利用促進事業等
■2月3日
甲賀北地区工業団地土地区画整理事業、甲南駅周辺
整備事業について現地視察、甲賀市開発許可の基準
等に関する条例の改正に伴う区域変更等
■2月24日
道の駅あいの土山の活性化に向けた基本方針につい
て協議
■3月10日
令和４年度野洲川基幹水利施設管理事業特別会計予
算、水道事業会計予算、下水道事業会計予算等
■3月29日
道の駅お茶の京都みなみやましろ村視察研修

日誌産業建設常任委員会

市議会だより　vol.7013

い
ま
す
。
県

境
の
幹
線
道

路
に
接
す
る

立
地
、
地
元

主
要
特
産
品

が
お
茶
で
あ

る
こ
と
な
ど

共
通
点
も
多

く
今
後
の
「
道

の
駅
あ
い
の

土
山
」
活
性
化

の
参
考
と
な
る
も
の
で
す
。

　

令
和
４
年
度
野
洲
川
基
幹
水
利
施
設

管
理
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

　

基
幹
水
利
施
設
で
あ
る
野
洲
川
ダ
ム

及
び
水
口
頭と
う

首し
ゅ

工こ
う

の
施
設
を
計
画
的
に

維
持
修
繕
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
農

業
用
水
を
確
保
し
、
農
業
生
産
基
盤
の

安
定
を
図
る
も
の
で
す
。

 

主
な
質
疑

Q
大
規
模
改
修
で
大
き
く
予
算
が
膨
ら

ん
で
い
る
。
予
測
さ
れ
て
い
た
の
か
。

A
基
本
的
に
は
淀
川
水
系
土
地
改
良
調

査
管
理
事
務
所
に
よ
る
基
本
保
全
計
画

に
基
づ
き
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
耐
用

年
数
に
近
づ
い
て
お
り
そ
の
中
で
関
係

機
関
と
協
議
を
し
、
予
算
を
計
上
し
て

い
る
。

　

「
道
の
駅
あ
い
の
土
山
」
の
活
性
化
に

向
け
た
基
本
方
針
に
つ
い
て

　

道
の
駅
あ
い
の
土
山
は
、
平
成
５
年

に
「
道
の
駅
」
に
登
録
さ
れ
て
以
来
、
多

く
の
方
に
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

建
物
の
老
朽
化
や
社
会
情
勢
・
利
用
者

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
等
、
様
々
な
課
題
を

抱
え
て
お
り
、
さ
ら
に
時
代
の
要
請
で

も
あ
る
防
災
機
能
を
備
え
る
た
め
、
市

で
は
駐
車
場
の
拡
張
や
老
朽
化
し
た
建

物
の
建
て
替
え
を
行
う
と
と
も
に
、
道

の
駅
の
運
営
体
制
の
見
直
し
及
び
強
化

を
計
画
中
で
す
。

　

甲
賀
北
地
区
工
業
団
地
土
地
区
画
整

理
事
業
に
つ
い
て

　

事
業
期
間
は
平
成
31
年
３
月
着
工
、

令
和
４
年
３
月
31
日
、
今
年
度
末
で
事

業
完
了
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
４
区

画
に
対
し
４
社
が
進
出
し
、
こ
の
事
業

の
産
業
用
地
は
完
売
と
な
り
ま
し
た
。

　

道
の
駅
お
茶
の
京
都
み
な
み
や
ま
し

ろ
村

　

３
月
29
日
（
火
）
視
察
研
修
を
実
施
。

委
員
会
８
名
、
市
よ
り
５
名
が
参
加
し

ま
し
た
。「
道
の
駅
お
茶
の
京
都 

み
な

み
や
ま
し
ろ
村
」
は
５
年
前
の
オ
ー
プ

ン
以
来
、
年
間
の
レ
ジ
通
過
者
が
約

40
万
人
と
大
盛
況
で
コ
ロ
ナ
禍
に
も
か

か
わ
ら
ず
年
々
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て

所
管
事
務
調
査

視
察
研
修

付
託
議
案
審
査

活性化が望まれる「道の駅 あいの土山」

企業の進出が進む甲賀北工業団地

現地での研修の模様
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機
器
整
備
や
職
員
退
職
金
の
差
が
あ
る

こ
と
。
ま
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
１
０
０
％
に
す

る
予
定
と
の
答
弁
。

公
立
甲
賀
病
院
組
合
議
会
会
議
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
制
定
に
つ
い

て
　

議
会
へ
の
多
様
な
人
材
の
参
画
の
促

進
を
図
る
た
め
、
出
産
等
に
ま
つ
わ
る

期
間
の
欠
席
理
由
の
明
文
化
や
押
印
の

廃
止
、
携
帯
品
の
文
言
整
理
な
ど
の
改

正
を
議
員
発
議
に
よ
り
改
正
す
る
も

の
。

 

採
決　

４
議
案
と
も
に
、
質
疑
の
後
、

全
員
賛
成
に
て
可
決

組合議会報告

甲
賀
広
域
行
政
組
合
議
会

公
立
甲
賀
病
院
組
合
議
会

令
和
４
年
第
１
回
定
例
会

 

（
３
月
30
日
）

　

令
和
４

年
度
予
算

案
等
４
議

案
が
上
程
、

審
査
の
上
、

１
議
案
が

賛
成
多
数
、

３
議
案
が

全
員
賛
成

で
可
決
し

ま
し
た
。

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
４
５

０
５
万
３
千
円
を
減
額
し
、
総
額
46
億

６
１
９
万
円
。
歳
入
の
見
込
み
及
び
歳

出
の
契
約
の
確
定
等
に
よ
る
補
正
。

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算

　

歳
入
歳
出
総
額
49
億
８
２
３
０
千
円

で
、
対
前
年
度
比
１
億
９
６
６
６
千
円

の
増
額
、
対
比
は
１
０
４
・
17
％
。

　

衛
生
費
で
基
幹
的
設
備
改
良
事
業
に

係
る
工
事
請
負
費
の
増
額
が
主
な
要

因
。

　

改
良
工
事
は
、
約
16
億
４
千
万
円
、

令
和
４
年
第
１
回
定
例
会

 

（
３
月
30
日
）

　

令
和
４
年
度
予
算
案
、
人
事
案
件
等

４
議
案
が
上
程
、
審
査
の
上
、
可
決
し

ま
し
た
。

公
立
甲
賀
病
院
組
合
監
査
委
員
の
選
任

に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

選
任
者　

辻　

惠
子
氏

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

整
備
し
た
医
療
機
器
の
入
札
差
額
の

減
額
な
ど
、
合
計
１
６
８
１
万
の
減
額

補
正
。

　

整
備
さ
れ
た
「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ

り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
険
証

と
し
て
利
用
す
る
た
め
の
読
み
取
り
機

の
設
置
と
の
答
弁
。

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算

　

病
院
運
営
の
た
め
の
甲
賀
・
湖
南
２

市
か
ら
の
負
担
金
約
６
億
６
千
万
円
や

職
員
共
済
費
、
医
療
機
器
整
備
の
た
め

の
地
方
債
な
ど
の
歳
入
歳
出
予
算
。
予

算
総
額
は
約
17
億
７
千
万
円
。

　

前
年
対
比
で
の
差
額
や
照
明
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
事
業
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、

市
指
定
ご
み
袋
の
製
造
、
流
通
経
費
等

に
約
５
億
９
千
万
円
、
施
設
の
維
持
補

修
に
約
１
億
２
千
万
円
。

　

消
防
費
は
、
救
急
自
動
車
、
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
の
更
新
に
６
８
５
０
万
円

な
ど
16
億
８
５
１
４
万
円
。

組
合
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業
等
の
取
得

要
件
の
緩
和
及
び
育
児
休
業
を
取
得
し

や
す
い
勤
務
環
境
の
整
備
に
関
す
る
措

置
等
を
行
う
の
が
提
案
理
由
。

 

採
決　

以
上
３
議
案
は
、
全
員
賛
成

に
て
可
決

組
合
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
給
与
改
定
が

提
案
理
由
。

 

採
決　

賛
成
多
数
で
可
決

一
般
質
問

　

西
村
慧
議
員
か
ら
救
急
業
務
に
使
用

す
る
資
器
材
の
点
検
の
徹
底
に
つ
い
て

と
、
周
囲
の
方
々
に
よ
る
適
切
な
応
急

手
当
に
つ
い
て
の
質
問
。

　

山
岡
光
広
議
員
か
ら
火
災
の
発
生
と

予
防
に
つ
い
て
の
質
問
。

令和４年度更新予定の機器「超音波白内障手術装置」

行政組合３月議会の風景



市議会だより　vol.7015  QRコード で質問の
録画が見られます。

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。各会派による各会派による 代表質問代表質問

令和４年３月１日

令和 4 年　第 1 回甲賀市議会定例会代表質問

各会派による各会派による 代表質問代表質問 目次

順番
氏　　 名
（会派名）

質　　問　　事　　項

１
戎

えびす

　脇
わき

　　　浩
ひろし

（誠　翔　会）

１　令和４年度予算編成方針が、どのように反映されたか

２　教育分野全般に渡り、その重要課題をどのように進めるか

３　新型コロナウイルス感染症についての課題について

２
岡
おか

　田
だ

　重
しげ

　美
み

（日本共産党甲賀市議員団）

１　市民のいのちと暮らしを守る立場から国政の焦点と市長の政

治姿勢について

２　新型コロナ感染防止対策について

３　岩永市政の評価と課題について

４　新年度予算について　いのち暮らし守る予算を

３
堀
ほり

　　　郁
いく

　子
こ

（公明党）

１　甲賀市のコロナ克服対策について

２　子育て・教育支援について

３　女性活躍について

４　障がい者政策について

５　気候変動に対する市の取り組みについて

６　防災・減災の取り組みについて

７　コミュニティーセンターの活用について

４
林
はやし

　田
だ

　久
ひさ

　充
みつ

（凛　風　会）

１　国と地方の関係および新たな戦略策定について

２　第二次甲賀市総合計画について

３　新型コロナウイルス感染対策の取り組みと医療体制について

４　施政方針によるキーワードについて

５　凛風会政策要望関連について

６　市長政策集（お約束）について

総合政策部理事 総政理事 こども政策部長 こ政部長 産業経済部長 産経部長

健康福祉部長 健福部長 総合政策部長 総政部長 産業経済部理事 産経理事

危機・安全管理統括監 危機統括監 市民環境部長 市環部長

■答弁者の凡例

用語用語
カイセツカイセツ

産業活動で排出される温室効果ガスの排出量から、森

林等からの吸収量と除去量を差し引いた合計をゼロに

すること。

デジタルトランスフォメーションを省略した言葉で、

デジタル技術により人々の生活そのものがより良いも

のへと変革させること。IT 化はデジタル技術での効率

化を示すのに対し、DX とは生活が変わっていくことを

示します。スマホで支払いできることにより、現金を

持たなくてよくなることが良い例です。

社会生活をするうえで必要不可欠なライフラインを維

持する仕事の従事者のことをいいます。新型コロナウ

イルスの世界的な感染拡大により、感染リスクと戦い

ながら働き続ける人々への感謝と敬意をこめて、こう

呼ばれるようになりました。

家族にケアが必要な人がいる場合、本来大人が担うよ

うな、家事や家族の世話・介護などを日常的に行って

いる子どものこと。

国の政策の 1 つで、どこにいても大都市並みの働き方

や質の高い生活を可能にするため、地方を中心にした

デジタルインフラなどの共通基盤の整備等を進めてい

くこと。

カーボンニュートラル

DX

エッセンシャルワーカー
ヤングケアラー

デジタル田園都市国家構想

 69号の訂正とお詫び
　以下の通り誤りがありました。訂正してお詫びいたします。

　Ｐ12　一般質問　橋本律子議員　質問項目の誤り

　　誤１ 甲賀市まちづくり基本条例の見直し等について

　　　２ 貴生川駅周辺特区構想の戦略ビジョンづくりについて

　　正１ よりよい生活環境目指し、空き地管理を問う
　　　２ 学校教育の検証と充実について

議員は選挙区内に病気見舞金を出すことが禁止されています。公職選挙法メモ
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Q
市
長
４
年
間
の
任
期
の
中
で
結
果

を
出
す
必
要
が
あ
る
。
２
期
目
の
２
度

目
の
予
算
編
成
の
位
置
づ
け
は
。

 

市
長　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
変
化
を
先

進
的
な
取
り
組
み
に
着
手
す
る
絶
好
の

機
会
と
と
ら
え
、
「
未
来
へ
の
扉
」
を

開
く
予
算
と
位
置
付
け
て
い
る
。

Q
中
長
期
財
政
計
画
で
は
、
令
和
10

年
度
ま
で
に
約
59
億
円
の
財
源
不
足
と

さ
れ
、
看
過
で
き
な
い
。
対
策
は
。

 

市
長　

「
歳
入
に
見
合
っ
た
歳
出
」
の

計
上
と
と
も
に
、
約
４
億
円
の
経
費
削

減
を
す
る
。

Q
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
取
り

組
み
に
お
い
て
、
「
誠
翔
会
」
で
は
、

保
育
幼
稚
園
・
学
校
の
整
備
に
あ
た
り

木
造
建
築
を
求
め
て
い
る
が
、
見
解
を

伺
う
。

 

市
長　

植
樹
祭
を
機
に
地
域
産
材
の

利
用
促
進
を
図
り
、
積
極
的
に
木
造
建

築
の
検
討
を
進
め
る
。

Q
地
球
温
暖

化
に
よ
る
気

候
危
機
打
開

は
待
っ
た
な

し

の

課

題
。

気
候
非
常
事

態
宣
言
の
時

期
は
い
つ
頃

か
。

 

市
長　

令
和

４
年
度
の
最

も
効
果
的
な
時
期
に
、
仮
称
「
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
シ
テ
ィ
宣
言
」
を
行

う
。

Q
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
つ
い
て
所
見

を
伺
う
。

 

市
長　

今
世
紀
最
悪
の
軍
事
行
動
で

あ
り
、
人
類
の
汚
点
と
し
て
歴
史
に
刻

ま
れ
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
強
く
非
難

す
る
。

Q
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ
る
感
染
が
急

Q
国
・
県
の
補
助
金
活
用
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
。
「
誠
翔
会
」
と
国
会
議

員
と
の
懇
談
会
の
中
で
、
国
と
の
事
前

相
談
の
重
要
性
を
認
識
し
た
。
対
応
は
。

 

市
長　

常
々
、
国
・
県
と
の
良
好
な

関
係
作
り
と
情
報
収
集
の
重
要
性
を
指

示
し
て
い
る
。
自
ら
の
積
極
的
要
望
と

と
も
に
、
担
当
職
員
が
事
前
相
談
を
活

用
し
、
新
た
な
補
助
金
獲
得
を
図
る
。

Q
予
算
編
成
方
針
は
執
行
時
に
も
念

頭
に
置
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

市
長　

予
算
執
行
に
あ
た
り
、
全
職

員
が
念
頭
に
置
く
べ
き
だ
と
認
識
し
、

予
算
執
行
方
針
に
変
換
し
た
う
え
で
、

全
職
員
に
周
知
し
て
い
る
。

増
、
感
染
拡
大
を
抑
え
る
に
は
、
学
校

や
介
護
施
設
な
ど
感
染
リ
ス
ク
の
高
い

施
設
で
定
期
的
な
検
査
を
実
施
す
べ

き
。

 

健
福
部
長　

対
策
の
重
要
性
は
認
識

す
る
が
、
検
査
の
実
施
は
県
が
一
元

的
・
総
合
的
に
検
査
体
制
を
整
備
す
る

も
の
。

Q
出
生
数
の
減
少
が
著
し
い
。
子
育

て
施
策
を
充
実
さ
せ
、
安
心
し
て
子
ど

も
を
生
み
育
て
る
環
境
整
備
を
行
い
、

人
口
を
増
や
す
取
り
組
み
が
必
要
で
は

な
い
か
。

 

市
長　

子
育
て
世
代
の
ニ
ー
ズ
は

年
々
変
化
す
る
。
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら

の
取
り
組
み
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行

う
こ
と
で
人
口
増
加
に
つ
な
が
る
と
考

え
る
。

Q
幼
保
・
小
中
学
校
再
編
計
画
は
、

周
辺
地
域
の
過
疎
化
を
進
め
、
少
子
化

対
策
・
地
域
活
性
化
に
逆
行
す
る
も
の

で
は
な
い
か
。

 

市
長　

再
編
に
よ
る
地
域
の
不
安
の

解
消
策
を
見
出
す
た
め
、
総
合
教
育
会

議
な
ど
で
議
論
を
深
め
な
が
ら
進
め
て

い
く
こ
と
が
大
切
と
考
え
る
。

誠 翔 会

戎脇　浩

日本共産党

岡田　重美

代表質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

新たに獲得を目指す
「デジタル田園都市国家構想推進交付金」概要

環境省の 2100 年未来の天気予報

新
し
い
豊
か
さ
に
よ
る

　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
へ

４
年
度
最
も
効
果
的
な

　
　
　
　

時
期
に
行
な
う

予
算
編
成
方
針
を

　
　
　

ど
う
反
映
さ
せ
る
か

気
候
非
常
事
態
宣
言
の

　
　
　
　
　
　
　

時
期
は

A

A

Q

Q

議員は選挙区内にお中元やお歳暮を出すことが禁止されています。公職選挙法メモ



市議会だより　vol.7017  QRコード で質問の
録画が見られます。

Q
コ
ロ
ナ
克
服
対
策
で
は
、
５
〜
11

歳
接
種
へ
の
丁
寧
な
説
明
と
接
種
者

へ
の
給
料
加
算
、
経
済
対
策
は
介
護
士

の
処
遇
改
善
加
算
申
請
が
難
し
い
の
で

補
助
を
。
社
会
的
弱
者
の
リ
ス
ク
は
大

き
い
。
社
会
で
連
帯
し
て
乗
り
越
え
る

た
め
の
支
援
を
。
子
育
て
教
育
支
援
で

は
、
高
校
卒
業
同
等
ま
で
の
医
療
費
無

償
化
を
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
は
、
不

登
校
支
援
に
活
か
せ
て
い
る
か
。
校
内

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
は
。
障
が
い
の
あ
る

子
ど
も
と
共
に
学
べ
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
教
育
は
人
間
力
を
育
て
る
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の

支
援
の
取
り
組
み
は
。
校
内
の
女
子
ト

イ
レ
に
生
理
用
品
の
設
置
を
。
虐
待
、

性
被
害
防
止
の
取
り
組
み
、
里
親
支

援
、
児
童
養
護
施
設
の
連
携
は
。
現
在

こ
そ
地
球
大
の
連
帯
意
識
を
育
む
世
界

市
民
教
育
が
重
要
と
考
え
る
。
市
の
考

え
を
伺
う
。
女
性
活
躍
で
は
、
デ
ジ
タ

Q
地
方
分
権
一
括
法
が
制
定
さ
れ
て

20
年
が
過
ぎ
た
。
国
と
地
方
の
関
係
は

格
段
に
進
ん
だ
と
考
え
て
い
る
か
。

 

市
長　

自
立
し
た
地
方
を
つ
く
る
と

い
う
面
に
お
い
て
は
、
地
方
の
意
見
が

国
、
県
に
も
反
映
さ
れ
て
き
て
い
る
。

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
一
連
の

対
応
や
臨
時
交
付
金
の
運
用
等
に
お
い

て
も
制
限
や
規
制
が
あ
り
、
ま
た
前
例

の
無
い
政
策
等
を
具
体
化
し
よ
う
と
す

る
と
、
地
域
の
独
自
性
が
発
揮
で
き
な

い
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
十
分
と
は
言
え
な

い
と
感
じ
て
い
る
。
引
き
続
き
住
民
の

声
を
聞
き
、
考
え
を
国
に
提
案
し
て
い

く
こ
と
が
肝
要
と
考
え
る
。

Q
第
33
次
地
方
制
度
調
査
会
が
今
年

設
置
さ
れ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
議
論
、

法
改
正
を
期
待
し
て
い
る
か
。

 

市
長　

岸
田
総
理
は
、
「
社
会
全
体
に

お
け
る
Ｄ
Ｘ
の
進
展
お
よ
び
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
の
課
題
を
踏

ル
人
材
の
育
成
を
求
め
る
。
個
別
計
画

を
地
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
共
に
作
成
推

進
を
。

 

市
長　

コ
ロ
ナ
克
服
対
策
は
検
討
し

努
め
る
。
社
会
的
弱
者
へ
は
重
層
的
支

援
体
制
で
実
施
。
子
育
て
教
育
支
援
は

中
学
卒
業
ま
で
医
療
費
無
償
化
を
実

行
。
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
調
査
結
果
を

も
と
に
取
り
組
む
。
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
の
理
念
に
基
づ
き
施
策
を
進
め

る
。
虐
待
や
性
被
害
の
防
止
は
丁
寧
で

迅
速
に
対
応
。
里
親
支
援
は
児
童
養
護

施
設
と
連
携
し
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
人

材
育
成
は
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
つ
な
が
る

の
で
取
り
組
む
。
個
別
計
画
も
取
り
組

む
。

 

教
育
長　

タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
は
学
校

間
で
差
が
出

な
い
よ
う
指

導
と
支
援
を

す
る
。
不
登

校
支
援
に
民

間
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
の
利

用
補
助
を
行

う
。

ま
え
、
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
の

経
済
社
会
に

的
確
に
対
応

す
る
観
点
か

ら
、
国
と
地

方
公
共
団
体

の
関
係
等
や

そ
の
他
地
方

制
度
の
在
り

方
」
を
諮
問

さ
れ
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
、

地
域
の
未
来

像
に
つ
い
て

の
議
論
、
地

方
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
「
公
、
共
、
私
」

の
対
応
等
必
要
な
法
制
化
等
が
示
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

Q
新
た
な
戦
略
と
し
て
国
の
デ
ジ
タ

ル
田
園
都
市
国
家
構
想
を
ど
う
考
え
る

か
。

 

市
長　

様
々
な
施
策
が
創
設
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
可
能
な
限
り
有
効
に

活
用
し
た
い
。

公 明 党

堀　郁子

凛 風 会

林田　久充

代表質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

重
層
的
支
援
体
制
で

　
　
　
　
　

実
施
す
る

ま
だ
十
分
と
は

　

言
え
な
い
と
感
じ
て
い
る

社
会
的
弱
者
の

　
　

リ
ス
ク
へ
の
対
応
は

地
方
分
権
は

　

進
ん
だ
と
考
え
て
い
る
か

A

A

Q

Q

第 33 次地方制度調査会第１回総会の様子（首相官邸 HP より）

議員は選挙区内のお祭への寄付や差し入れが禁止されています。公職選挙法メモ



2022.5 18 QRコード で質問の
録画が見られます。

不
当
な
差
別
が
無
い
よ
う
啓
発
す
る

ワ
ク
チ
ン
未
接
種
者
差
別
防
止
条
例
を

Q
ワ
ク
チ
ン
検
査
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
未
接
種
者
へ
の
差
別
が
全
国
的
に
広
が
っ
て

い
る
。
接
種
後
の
死
亡
事
例
や
後
遺
症
事
例
か
ら
来
る

不
安
を
持
つ
市
民
、
健
康
上
接
種
を
止
め
ら
れ
て
い
る

市
民
が
一
定
数
い
る
。
こ
う
し
た
差
別
を
防
ぐ
た
め
の

条
例
制
定
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
長
の
認
識
と
市
の

対
応
は
。

 

市
長　

昨
年
10
月
、「
甲
賀
市
人
権
に
関
す
る
総
合
計

画
」
を
改
訂
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
案
内
状
、 

ワ
ク
チ
ン
接
種
会

場
で
の
私
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
、
広
報
紙
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、 

行
政
放
送
番
組
等
を
通
じ
て
啓
発
に
努
め
て
い
る
。

今
後
も
ワ
ク

チ
ン
非
接
種

者
へ
の
風
評

被
害
や
差
別

的
な
取
り
扱

い
等
が
決
し

て
起
き
な
い

よ
う
、 

人
権

教
育
・
人
権

啓
発
に
積
極

的
に
取
り
組

む
。 A Q

無 所 属

糸目　仁樹

滋賀県の出すワクチンハラスメント防止メッセージ

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。市市のの考考えをえを問問うう16人の16人の

議員が議員が 市市のの考考えをえを問問うう 目次16人の16人の
議員が議員が

令和４年

3月4日・7日・8日

令和４年　第１回甲賀市議会定例会一般質問（通告順）

順番 氏　　名 質問事項

9 福
ふく

井
い

　進
すすむ

１ 市民参加・協働のまちづくりの推進でく
らし続けたい『甲賀市』を！～前回の答弁
を踏まえて～

２ コロナ禍での経験をいかして、これから
の『まちづくり・学校づくり』を！

10 田
た

中
なか

　將
まさ

之
ゆき

１ 脱炭素社会に向けて１
　 「新国富指標」という考え方から
２ 脱炭素社会に向けて２
　 プラスティックにかかる資源循環
３ 脱炭素社会に向けて３
 　市内産業における取り組みは

11 西
にし

村
むら

　慧
けい

１ 若者の政策アイデアの事業化について
２ 中長期財政計画における財政調整基金残

高見込みについて
３ 公有財産の利活用について

12 西
にし

田
だ

　忠
まこと １ 『忍者』を甲賀市民全体のアイデンティ

ティに…。
２ 甲賀市の土産物について

13 瀨
せ

古
こ

　幾
いく

司
じ １ 道路環境美化について

２ 小中教育にもっと地域理解を深める取組
みを。

14 北
きた

田
だ

　麗
れい

子
こ

１ 一時預かり保育事業及び土曜日保育につ
いて

２ 小原・朝宮・多羅尾小学校　三校合併の
実現を

15 里
さと

見
み

　淳
あつし

１ 史跡紫香楽宮跡整備事業について
２ コミュニティーセンターについて
３ 国道307号線、紫香楽宮跡駅前横断歩道

への信号設置について

16 中
なか

島
じま

　裕
ゆう

介
すけ

１ 「甲賀市のデジタル化」に向けて
２ 「甲賀市道路整備基本計画の見直し」に向

けて
３ 「甲賀市地域産業振興条例の認識」につい

て

順番 氏　　名 質問事項

１ 糸
いと

目
め

　仁
まさ

樹
き １ ワクチン非接種者差別防止条例の制定を

２ 陸上養殖を道の駅の目玉に
３ 公共交通試乗会の定期開催を

2 小
お

河
がわ

　文
ふみ

人
と １ 甲賀市ブランド事業について

２ スカーレット記念館構想と窯元散策路の
整備について

３ 小
お

倉
ぐら

　剛
つよし １ 遊休農地に対する今後の政策について

２ ふるさと納税について
３ 小中学校の自転車安全教育について

４ 木
き

村
むら

　眞
まさ

雄
お

１ 学校用務員の勤務時間削減について
２ 成人年齢の18歳引き下げについて
３ 市政に関する意識調査結果（特に甲賀市

の住みやすさ、住みにくさ）から見える
現状と今後の取り組みについて

５ 西
にし

山
やま

　実
みのる

１ 甲賀市空き家対策とりわけ特定空き家の
問題について

２ 高齢者に向けた市の施策について、補聴
器の補助制度の新設を

３ 貴生川地域の市道新町貴生川幹線の歩道
の整備ならびに、側溝の安全対策につい
て

４ コミバス・コミタクの運行について

６ 山
やま

岡
おか

　光
みつ

広
ひろ

１ 学童保育支援員・保育士等の処遇改善に
ついて

２ 小規模保育所の役割と改善について
３ 自治振興会と区及び自治会の今後のあり

方について
４ 所有者不明の土地・道路の課題について
５ 第六次学校図書整備五カ年計画、甲賀市

としての具体化について

７ 奥
おく

村
むら

　則
のり

夫
お

１ 公共施設の最適化計画の中の文化施設に
ついて

２ 道の駅あいの土山について
３ 甲賀市役所の敷地利用による飲食事業者

等支援事業について

８ 田
た

中
なか

　新
あら

人
と １ 農業における地球温暖化対策について

２ 通学路の通行規制の設定について

後援会が選挙区内に花輪・香典・祝儀などを出すと処罰されます。公職選挙法メモ



市議会だより　vol.7019  QRコード で質問の
録画が見られます。

一般質問

甲
賀
の
茶
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
進
め
る

高
品
質
事
業
の
成
果
と
今
後
の
課
題
は

Q
甲
賀
の
茶
を
ブ
ラ
ン

ド
化
す
べ
き
で
は
。

 

産
経
部
長　

ブ
ラ
ン
ド

の
確
立
は
、
消
費
者
の

認
知
度
を
高
め
、
平
均

単
価
の
向
上
に
つ
な
が

る
。「
土
山
の
ほ
う
じ
茶
」

は
今
年
９
月
に
、「
朝
宮
」

は
令
和
５
年
度
か
ら
ブ

ラ
ン
ド
化
の
取
り
組
み

を
開
始
す
る
。

Q
11
月
甲
賀
市
で
開
催
さ
れ
る
「
関
西
茶
業
振
興
大

会
」
に
何
を
得
る
の
か
。

 

産
経
理
事　

甲
賀
茶
の
知
名
度
向
上
と
消
費
促
進
で

あ
る
。

Q
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
記
念
館
構
想
と
窯
元
散
策
路
の
整

備
を
促
進
さ
せ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

 

産
経
部
長　

散
策
路
内
の
再
構
築
を
位
置
付
け
、
空

き
家
・
窯
元
の
空
き
工
場
の
利
活
用
を
、
官
民
連
携
に

よ
る
調
査
費
業
務
と
併
せ
、
下
水
道
整
備
に
よ
る
道
路

復
旧
と
合
わ
せ
た
カ
ラ
ー
舗
装
化
・
公
衆
ト
イ
レ
の
設

置
、「
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
」
の
足
跡
を
伝
え
る
た
め
に
も
、

窯
元
散
策
路
内
に
記
念
館
計
画
策
定
を
令
和
４
年
度
当

初
予
算
案
に
計
上
し
、
検
討
し
て
い
く
。

A Q

本
市
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

Q
市
内
ゴ
ル
フ
場
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
自
動
販
売
機

を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。 

 

総
政
部
長　

市
内
に
は
24
ヶ
所
と
全
国
自
治
体
の
中

で
も
３
番
目
に
多
く
有
り
令
和
２
年
度
に
は
97
万
人
の

方
が
本
市
の
ゴ
ル
フ
場
を
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
寄
付

額
の
増
加
で
な
く
観
光
振
興
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
、

本
市
独
特
の
特
色
あ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
研
究
を
進

め
て
い
く
。

Q
農
業
振
興
地
域
で
の

遊
休
農
地
に
対
し
て
の
支

援
策
は
。

 

産
経
理
事　

景
観
作
物

の
作
付
け
へ
の
助
成
や
自

走
式
草
刈
り
機
の
貸
し
出

し
。
ま
た
、
遊
休
農
地
発

生
防
止
の
た
め
に
省
力
化

に
よ
る
新
し
い
農
業
の
姿

を
創
出
す
る
た
め
ス
マ
ー

ト
農
業
の
一
環
と
し
て
、

リ
モ
コ
ン
草
刈
り
機
の
普
及
推
進
を
図
っ
て
い
る
。

Q
森
林
へ
の
計
画
的
転
換
は
で
き
な
い
か
。

 

産
経
理
事　

地
球
温
暖
化
防
止
に
も
つ
な
が
る
取
り

組
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
先
進
事
例
に
つ
い
て
調
査
研
究

す
る
。

A Q

時
間
外
勤
務
に
よ
る
対
応
を
検
討
す
る

用
務
員
の
勤
務
時
間
弾
力
的
運
用
を

Q
夏
季
の
除
草
作
業
の
実
態
か
ら
、
こ
の
時
期
に
お

け
る
学
校
用
務
員
の
勤
務
時
間
の
延
長
対
策
等
、
弾
力

的
な
運
用
は
取
れ
な
い
か
。

 

教
育
部
長　

学
校
の
立
地
条
件
や
敷
地
面
積
に
よ
っ

て
作
業
量
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
か
ら
、
一
律
の
時
間

延
長
は
で
き
な
い
が
、
必
要
と
判
断
し
た
場
合
は
、
時

間
外
勤
務
等
で
対
応
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

Q
成
人
年
齢
引
き
下
げ
に
関
わ
っ
て
、
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
消
費
」
に
つ
い
て
学
習
機
会
の
提
供
を
。

 

教
育
長　

子
ど
も
た
ち

に
対
す
る
消
費
者
教
育
の

重
要
度
は
増
し
て
い
る
。

小
中
学
校
の
段
階
か
ら
、

実
践
的
な
教
育
を
推
進
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
消
費
者
教
育
が
行
わ

れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
機

会
を
活
用
し
て
、
消
費
者

教
育
に
関
す
る
学
習
の
場

を
設
定
す
る
こ
と
は
、
時

代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
取

り
組
み
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

A Q

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

遊休農地の今後は

18歳成年でできること（政府広報より）

関西茶業振興大会に向けて一芯二葉で丁寧に手摘み

誠 翔 会

誠 翔 会

公 明 党

小河　文人

小倉　剛

木村　眞雄

18歳（成年）になったらできること 20歳にならないとできないこと
（これまでと変わらないこと）

◆親の同意がなくても契約できる
　◦携帯電話の契約
　◦ローンを組む
　◦クレジットカードをつくる
　◦一人暮らしの部屋を借りる　　など
◆10年有効のパスポートを取得する
◆公認会計士や司法書士、医師免許、薬剤師免許などの

国家資格を取る
◆結婚

女性の結婚可能年齢が16歳から18歳に引き上げら
れ、男女とも18歳に。

◆性同一性障害の人が性別の取扱いの変更審判を受けら
れる

※普通自動車免許の取得は従来と同様、「18歳以上」
で取得可能

◆飲酒をする
◆喫煙をする
◆競馬、競輪、オートレース、競艇の投

票券（馬券など）を買う
◆養子を迎える
◆大型・中型自動車運転免許の取得

選挙区内の議員に対し、寄付を出すように勧誘や要求をすることは禁止されています。公職選挙法メモ



2022.5 20 QRコード で質問の
録画が見られます。

Q
道
の
駅
の
役
割

の
中
で
地
域
振
興
の

対
応
と
改
善
策
は
。

 

産
経
部
長　

現
在

の
好
立
地
を
生
か

し
て
、
土
山
地
域
の

み
な
ら
ず
、
観
光
情

報
の
発
信
・
案
内
機

能
の
向
上
や
、
市
内

特
産
品
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
機
能
や
体

験
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
を
揃
え
て
、
本
市
の
東
の
玄
関
口
と

し
て
の
役
割
を
担
い
、
市
全
体
の
発
展
に
寄
与
す
る
。

Q
採
算
性
が
と
れ
る
施
設
・
人
気
で
魅
力
あ
る
施
設

に
す
る
た
め
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
戦
略
は
。

 

産
経
部
長　

既
存
の
顧
客
に
加
え
、
地
元
市
民
の
利

用
促
進
と
、
女
性
を
意
識
し
た
カ
フ
ェ
メ
ニ
ュ
ー
等
の

開
発
、
収
穫
体
験
や
散
策
等
、
ま
た
地
場
産
品
や
地
元

食
材
を
利
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
を
し
て
い
き
た

い
。

Q
新
名
神
高
速
道
路
土
山
Ｓ
Ａ
に
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
を
つ
け
、
道
の
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
向
上
し
て
は
。

 

建
設
部
長　

案
内
看
板
も
含
め
て
調
査
・
研
究
し
て

い
く
。

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

除
却
の
補
助
金
の
予
算
を
拡
充
す
る

管
理
不
全
の
空
き
家
の
対
策
強
化
を

Q
市
内
に
お
い
て
管
理
さ
れ
な
い
空
き
家
が
増
え
、

倒
壊
の
危
険
、
景
観
を
著
し
く
損
な
っ
て
い
る
。
甲
賀

市
空
家
等
対
策
計
画
に
沿
っ
て
市
の
対
策
の
強
化
を
。

 

建
設
部
長　

管
理
不
全

の
空
き
家
は
約
３
２
０

件
、
空
き
家
所
有
者
に

指
導
・
助
言
を
実
施
。

管
理
不
全
の
空
き
家
を

増
や
さ
な
い
予
防
施
策

が
重
要
で
あ
り
、
専
門

家
に
よ
る
相
談
会
や
出

前
講
座
、
空
き
家
所
有

者
へ
の
広
報
、
除
却
に

関
す
る
予
算
の
拡
充
な
ど
、
効
果
的
な
施
策
を
進
め
る
。

Q
加
齢
性
難
聴
、
市
独
自
の
補
聴
器
の
補
助
制
度
を
。

 

健
福
部
長　

補
聴
器
の
普
及
は
必
要
。
国
に
対
し
難

聴
高
齢
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
強
く
要
望
し
て
い
る
。

Q
旧
国
道
３
０
７
号
東
内
貴
か
ら
貴
生
川
交
差
点
付

近
の
歩
道
の
整
備
な
ら
び
に
、
側
溝
の
安
全
対
策
を
。

 

建
設
部
長　

水
路
の
側
溝
は
、
安
全
対
策
が
必
要
で

あ
り
、
暗あ
ん

渠き
ょ

に
す
る
等
の
対
策
を
検
討
す
る
。

Q
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
増
便
、
バ
ス
停
の
増
設
を
。

 

建
設
部
長　

利
便
性
の
向
上
と
運
行
の
効
率
化
を
図

る
た
め
、
路
線
網
の
見
直
し
を
検
討
す
る
。

A Q

フ
ル
・
パ
ー
ト
全
員
を
対
象
に
引
上
げ

学
童
保
育
・
保
育
士
の
処
遇
改
善
を

Q
学
童
保
育
の
支
援
員
及
び
保
育
士
の
処
遇
改
善
。

正
規
だ
け
で
な
く
パ
ー
ト
等
も
対
象
に
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
明
記
す
べ
き
。

 

こ
政
部
長　

月
額
９
千
円
の
加
算
は
、
フ
ル
タ
イ
ム

だ
け
で
な
く
、
パ
ー
ト
や
補
助
員
等
も
対
象
と
し
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
明
記
す
る
。

Q
保
育
園
の
ク
ラ
ス
担
任
は
正
規
で
対
応
を
。 

 

こ
政
部
長　

令
和
３
年
度
は
９
名
が
会
計
年
度
任
用

職
員
で
あ
っ
た
が
、
４
年
度
は
正
規
で
対
応
。

Q
行
政
区
設
置
規
則
に
自
治
振
興
会
を
ど
う
位
置
づ

け
る
の
か
。

 

総
政
部
長　

（
現
在
は
「
区
」
が
行
政
区
と
な
っ
て
い
る

が
）
今
後
は
自
治
振
興
会
エ
リ
ア
を
行
政
区
と
位
置
づ

け
る
方
向
で
検
討
。

Q
甲
南
・
希
望
ケ
丘
の

所
有
者
不
明
土
地
と
隣

接
す
る
市
道
の
雨
水
排

水
処
理
を
。

 

建
設
部
長　

私
道
を
市

が
改
修
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
市
道
の
排

水
の
流
末
処
理
は
、
市

が
整
備
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

A Q

土
山
地
域
か
ら
甲
賀
市
全
体
の
活
性
を

道
の
駅
あ
い
の
土
山
改
修
後
の
目
標
は

A Q

問題の雨水の排水路（希望ケ丘）

長年放置され草木が繁茂した空き家

日本共産党

日本共産党

誠 翔 会

西山　実

山岡 光広

奥村　則夫

道の駅あいの土山

選挙区内の有権者が威迫あるいは議員を陥れる目的で寄付を求めると処罰されます。公職選挙法メモ



市議会だより　vol.7021  QRコード で質問の
録画が見られます。

Q
近
年
、
気
候
変
動
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
「
想

定
外
」
の
激
甚
災
害
が
頻
発
し
て
い
る
。
昨
年
11
月
、

イ
ギ
リ
ス
・
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で
開
か
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
で
は

世
界
の
平
均
気
温
上
昇
を
産
業
革
命
前
か
ら
１.５
℃
に
抑

え
る
と
い
う
目
標
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
こ
で
重
要
な
点

は
、
こ
れ
ま
で
経
済
成
長
を
求
め
る
傍
ら
で
見
落
と
さ

れ
て
き
た
、「
自
然
資
本
」
に
つ
い
て
、
気
候
変
動
解
決

対
応
策
と
同
時
に
生
物
多
様
性
の
保
全
に
も
目
を
向
け

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
森
林
や
農
地
は
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
す
る

が
、
そ
の
「
削
減
量
」
の
売
買
の
仕
組
を
「
カ
ー
ボ
ン
ク

レ
ジ
ッ
ト
」
と
呼
ば
れ
、
い
ま
、
民
間
ど
う
し
の
取
引

が
活
発
化
し
て
い
る
が
市

と
し
て
の
取
り
組
み
は
ど

う
か
。

 

市
環
部
長　

４
年
度
に
市

有
林
の
森
林
管
理
に
よ
り

生
み
出
せ
る
ク
レ
ジ
ッ
ト

の
認
証
手
続
き
を
進
め
る
。

今
後
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
販

売
に
よ
る
収
入
を
活
用
し

よ
り
適
正
な
森
林
管
理
に

努
め
る
。

カーボンニュートラルのイメージ

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

中
干
し
期
間
延
長
で
メ
タ
ン
発
生
抑
制

農
業
に
お
け
る
地
球
温
暖
化
対
策
は

Q
中
干
し
期
間
を
慣
行
か
ら
一
週
間
程
度
延
長
す
る

こ
と
で
メ
タ
ン
の
発
生
量
を
低
減
で
き
る
か
。

 

産
経
理
事　

独
立
行
政
法
人
「
農
業
環
境
技
術
研
究

所
」
の
実
証
実
験
で
は
、
中
干
期
間
を
一
週
間
程
度
延

長
し
た
場
合
に
、
従
来
の
期
間
で
の
中
干
し
と
比
較
し

て
、
平
均
３
割
程
度
メ
タ
ン
の
減
少
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。

Q
農
林
水
産
省
の
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
交
付

金
の
長
期
中
干
し
の
支
援
は
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
か
。

 

産
経
理
事　

令
和
２
年
度
よ
り
全
国
共
通
の
取
り
組

み
と
し
て
「
長
期
中
干
し
」
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

Q
水
田
メ
タ
ン
発
生
抑
制
対
策
の
実
施
状
況
は
。

 

産
経
理
事　

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
効
果
的
な
「
堆
肥

の
施
用
」
は
今
年
度
１
１
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
取
り
組
ん
だ
。

Q
市
道
北
脇
地
先
の
通

学
路
速
度
規
制
の
延
長

設
定
を
。

 

市
環
部
長　

甲
賀
警
察

署
に
確
認
し
た
と
こ
ろ

本
道
路
に
お
い
て
は
、

幅
員
が
狭
く
速
度
を
出

せ
る
道
路
状
況
で
は
な

く
速
度
規
制
の
延
長
は

で
き
な
い
。

A Q

地
域
と
連
携
し
、
協
働
し
て
進
め
る

市
民
参
加
・
協
働
で
ま
ち
づ
く
り
を

Q
自
治
振
興
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
。

 

総
政
部
長　

地
域
の
み
な
さ
ん
と
連
携
、
協
働
し
な

が
ら
進
め
る
。

Q
甲
賀
の
財
産
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
支
援
は
。

 

健
福
部
長　

側
面
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
す
る
。

Q
「
自
主
運
行
事
業
」
等
に
よ
る
、
交
通
不
便
地
の
通

学
支
援
に
つ
い
て
。

 

建
設
部
長　

活
用
の
周
知
を
進
め
る
。

Q
高
校
生
の
声
を
聴
き
、
安
心･

安
全
な
通
学
路
を
。

 

市
環
部
長　

意
見
聴
取
を
検
討
し
た
い
。

Q
若
者
参
加
で
ま
ち
づ
く
り
を
。

 

総
政
部
長　

若
者
の

ア
イ
デ
ア
を
ま
ち
づ

く
り
に
活
か
す
。

Q
コ
ロ
ナ
禍
で
の
経

験
を
活
か
し
た
教
育

の
推
進
を
。

 

教
育
長　

命
を
第
一

に
、
精
一
杯
教
育
の

推
進
に
務
め
る
。

 

市
長　

予
算
を
し
っ

か
り
と
確
保
し
、
連

携
し
て
速
や
か
に
対

応
す
る
。

A Q

４
年
度
に
認
証
手
続
き
を
進
め
る

カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
取
り
組
み
を

A Q

明るくなった通学路(深川―宝木間）

北脇地先30km/h速度規制解除標識

凛 風 会

無 所 属

公 明 党

田中　新人

福井　進

田中　將之

議員が選挙区内にあるもの対して寄付をすることは、いかなる名義でも禁止されています。公職選挙法メモ



2022.5 22 QRコード で質問の
録画が見られます。

Q
こ
れ
ま
で
の
地
域
特
産
品
開
発
事
業
の
評
価
は
。

 

産
経
部
長　

平
成
16
年
度
か
ら
令
和
元
年
度
ま
で
に

46
件
の
地
域
特
産
品
開
発
に
活
用
い
た
だ
い
て
い
る
。

市
内
事
業
者
へ
の
支
援
は
も
と
よ
り
、
地
域
経
済
の
好

循
環
に
も
寄
与
で
き
た
も
の
と
考
え
る
。

Q
土
産
物
開
発
に
お
け
る
幅
広
い
補
助
の
検
討
を
。

 

産
経
部
長　

本
年
度
か
ら
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
に
よ
り
資
金
調
達
し
た
際
の
手
数
料
の
「
４
分
の
３
」

を
補
助
す
る
制
度
に
改
正
し
、
間
接
的
で
は
あ
る
が
よ

り
幅
広
い
支
援
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

Q
「
道
の
駅
あ
い
の
土
山
」
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
合
わ

せ
甲
賀
市
に
相
応
し
い
土
産
物
開
発
を
進
め
て
は
。

 
市
長　

本
市
の
事
業
者
に
お
い
て
「
買
い
に
行
き
た

い
と
思
え
る
土
産
物
」
の

開
発
に
向
け
た
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
お
り
、

地
域
の
農
業
振
興
に
つ

な
が
る
土
産
物
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
、
道
の

駅
の
設
置
者
で
あ
る
市

と
し
て
も
で
き
る
限
り

の
支
援
を
し
て
い
き
た

い
。

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

必
要
に
応
じ
て
Ｒ
５
年
度
予
算
へ
反
映

若
者
ア
イ
デ
ア
事
業
化
想
定
フ
ロ
ー
は

Q(

仮
称)
若
者
条
例
・
若
者
議
会
条
例
の
制
定
は
。

 

総
政
部
長　

若
者
参
画
の
実
効
性
を
少
な
か
ら
ず
担

保
す
る
機
能
が
あ
る
と
認
識
。
今
後
、
研
究
し
て
い
く
。

Q
財
政
調
整
基
金
の
役
割
と
妥
当
と
考
え
る
金
額
は
。

 

総
務
部
長　

不
測
の
事
態
に
備
え
る
と
と
も
に
、
年

度
間
の
財
源
不
均
衡
を
調
整

す
る
も
の
で
あ
り
、
標
準
財

政
規
模
の
10
％
程
度
で
あ
る

約
25
億
円
が
妥
当
。

Q
中
長
期
財
政
計
画
の
合

計
18
億
円
取
り
崩
し
（
Ｒ
10

年
度
残
高
：
13
億
円
）
に
つ

い
て
の
所
見
は
。

 

総
務
部
長　

将
来
リ
ス
ク

を
最
大
限
に
考
慮
し
た
も
の

だ
が
、
適
宜
見
直
し
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
る
。

Q
保
育
・
教
育
施
設
の
跡
地
活
用
等
検
討
の
仕
組
み

は
。

 

総
務
部
長　

地
元
の
意
向
を
伺
い
、
進
め
て
い
る
が
、

統
一
的
な
検
討
の
仕
組
み
は
な
い
。

Q
跡
地
活
用
等
の
庁
内
に
お
け
る
旗
振
り
役
が
必
要

で
は
。

 

総
務
部
長　

所
掌
事
務
を
明
確
に
位
置
づ
け
た
上
で
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
室
（
総
務
部
）
が
担
っ
て
い
く
。

A Q

市
と
し
て
出
来
る
限
り
支
援
す
る

市
に
お
け
る
土
産
物
開
発
に
つ
い
て

A Q

予
算
を
増
額
し
て
美
化
に
努
め
る

道
路
環
境
美
化
に
つ
い
て

Q
道
路
環
境
の
美
化
は
多
く
の
市
民
の
希
求
す
る
課

題
だ
が
、
当
局
の
認
識
は
。

 

建
設
部
長　

４
年
度
予
算
案
で
、
前
年
比
約
2.4
倍
計

上
し
、
今
ま
で
以
上
に
環
境
美
化
に
努
め
る
。

Q
全
国
植
樹
祭
の
為
の
一
過
性
の
予
算
で
は
。

 

建
設
部
長　

一
過
性
で
は
な
く
、
５
年
度
以
降
も
維

持
管
理
に
必
要
な
予
算
を
確
保
し
た
い
。

Q
老
朽
化
し
て
い
る
看
板
や
標
識
が
多
く
放
置
さ
れ

て
い
る
が
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
で
点
検
し
て
い
る
の
か
。

 

建
設
部
長　

道
路
管
理
区
域
内
全
て
の
点
検
が
必
要

で
あ
り
、
関
係
部
局
と
連

携
し
て
対
応
す
る
。

Q
小
中
学
校
に
も
っ
と
地

域
理
解
を
深
め
る
取
り
組

み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

 

教
育
部
長　

学
力
一
辺
倒

で
は
な
く
地
域
と
と
も
に

学
ぶ
子
ど
も
た
ち
を
育
て

る
こ
と
も
大
切
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
や
地
域

学
校
協
働
本
部
設
置
校
を

増
や
し
、
地
域
の
歴
史
や

文
化
を
継
承
出
来
る
環
境

作
り
を
推
進
す
る
。

A Q

【中長期財政計画】財政調整基金残高見込み
（単位：億円）

コミュニティ・スクールと地域学校協働本部（文科省HP）

凛 風 会

凛 風 会

凛 風 会

西村　慧

西田　忠

瀨古　幾司

土産物売場（道の駅あいの土山）

議員は選挙区内の運動会やスポーツ大会への差し入れが禁止されています。公職選挙法メモ



市議会だより　vol.7023  QRコード で質問の
録画が見られます。

QR コードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

地
域
経
済
の
回
復
に
向
け
て
取
り
組
む

甲
賀
市
地
域
産
業
振
興
条
例
の
認
識
は

Q
本
条
例
制
定
ま
で
の
背
景
は
。

 

産
経
部
長　

本
市
の
地
域
産
業
の
振
興
を
促
し
、
持

続
的
な
発
展
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
の
理
念
等
を
定
め

た
条
例
を
平
成
28
年
７
月
に
制
定
し
た
。

Q
公
共
工
事
等
に
ど
の
よ
う
な
動
き
を
し
た
か
。

 

総
務
部
長　

本
条
例
第
13
条
に
あ
る
発
注
に
お
い
て
、

市
内
事
業
者
へ
の
発
注
機
会
の
提
供
に
努
め
る
こ
と
を

規
程
。
今
後
、
可
能
な
限
り
市
内
事
業
者
に
受
注
機
会

を
提
供
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
努
め
る
。

Q
今
後
更
に
積
極
的
な
条
例
活
用
が
必
要
だ
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

 

総
務
部
長　

事
業
者
関
係
団
体
等
と
の
懇
談
会
・
意

見
交
換
を
も
と
に
要
望
や
評
価
等
を
伺
い
地
域
産
業
の

推
進
に
努
め
る
。

Q
条
例
活
用
に
つ
い
て
、
市
長
の
認
識
を
伺
う
。

 

市
長　

『
オ
ー
ル

甲
賀
』
で
地
域
経
済

の
回
復
に
向
け
て

取
り
組
む
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

A Q
誠 翔 会

中島　裕介

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

よ
り
利
用
し
や
す
い
制
度
に
取
り
組
む

一
時
預
か
り
・
土
曜
日
保
育
の
拡
充
を

Q
一
時
預
か
り
保
育
事
業
の
申
込
方
法
の
改
善
を
。

 

こ
政
部
長　

利
用
日
の
前
月
10
日
か
ら
来
園
に
て
受

け
付
け
て
い
る
。
今
後
は
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
り
、

電
子
申
し
込
み
等
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

Q
土
曜
日
保
育
の
利
用
率
は
。

 

こ
政
部
長　

利
用
の
少
な
さ
か
ら
公
立
園
で
は
半
日

保
育
と
し
て
い
る
園
も
あ
る
が
、
私
立
保
育
園
に
お
い

て
は
全
園
で
一
日
保
育
を
実
施
、
利
用
人
数
も
最
大
30

人
程
度
と
い
う
状
況
か
ら
、
今
後
は
公
立
園
に
お
い
て

も
利
用
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
上
で
検
討
し
て
い
き
た

い
。

Q
女
性
の
活
躍
・
男
性
の
育
児
参
加
の
観
点
か
ら
一

時
預
か
り
保
育
と
土
曜
日
保
育
が
担
う
も
の
は
何
か
。

 

こ
政
部
長　

今
後
女

性
の
社
会
参
加
の
一
層

の
促
進
、
保
護
者
の
就

労
形
態
の
多
様
化
に
も

し
っ
か
り
と
応
え
ら
れ

る
よ
う
、
受
け
入
れ
枠

の
拡
大
や
よ
り
利
用
し

や
す
い
制
度
の
運
用
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
、

さ
ら
な
る
充
実
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

A Q

発
掘
報
告
書
作
成
の
体
制
を
強
化
す
る

史
跡
紫
香
楽
宮
跡
整
備
事
業
に
つ
い
て

Q
文
化
庁
協
議
を
受
け
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
変
更
と

な
っ
た
原
因
で
あ
る
発
掘
報
告
書
に
つ
い
て
現
在
の
進

捗
は
。

 

教
育
部
長　

全
４
冊
刊
行
の
う
ち
、
公
園
整
備
予
定

地
を
対
象
と
し
た
第
１
分
冊
を
修
正
中
で
３
割
程
度
の

進
捗
、
令
和
４
年
度
の
上
半
期
に
完
成
。
文
化
庁
の
見

解
は
、
第
１
分
冊
の
原
稿
が
完
成
し
た
時
点
で
再
協
議
。

Q
報
告
書
作
成
の
体
制
強
化
は
。

 

教
育
部
長　

３
名
体
制
か
ら
５
名
へ
と
体
制
強
化
を

行
い
、
さ
ら
に
令
和
４
年
度
か
ら
１
名
増
員
す
る
。

Q
も
っ
と
県
の
協
力
が
必
要
と
考
え
る
が
。

 

教
育
部
長　

管
理
団
体
で
あ
る
滋
賀
県
に
引
き
続
き

人
的
・
財
政
的
支
援
を
粘
り
強
く
求
め
て
い
く
。

Q
人
身
事
故
の
あ
っ
た
国
道
３
０
７
号
、
紫
香
楽
宮

跡
駅
前
横
断
歩
道
へ
の

信
号
設
置
を
。

 

市
環
部
長　

信
号
機
設

置
の
指
針
を
満
た
す
必

要
が
あ
り
、
所
管
す
る

甲
賀
警
察
に
よ
る
と
現

時
点
で
は
設
置
は
難
し

い
が
、
更
な
る
交
通
安

全
対
策
が
な
い
か
働
き

か
け
る
。

A Q

多様化する保育ニーズ

人身事故のあった横断歩道

無 所 属

誠 翔 会

北田　麗子

里見　淳



水口町春日の坊谷

川沿いの桜並木に

鯉のぼりが泳いでい

ます。10年程前から

有志の皆様により地域を元気にとの考

えで飾られています。今年は設置直後

に風の強い日が続き、所々不揃いな部

分がありますが、それでも多くの鯉のぼ

りが春の風を受けて元気にたなびいて

いました。撮影中も入れ代わり立ち代

わりカメラやスマホを手にした方々が訪

れていました。あの子どもたちの記憶

に家族で訪れたこの日の光景がいつま

でも残っていてほしいものです。

▼春、年度変わりとともに、新し

い環境での生活になられた方も、

多くいらっしゃると思います。

▼３月定例会では、その新しい生

活を支える予算を中心に審査しま

した。年間４回の各定例会には、

それぞれの性格がありますが、当

初予算の審査は格別の緊張感があ

ります。24人の議員がそれぞれの

視点で審査に臨んだ過程、結果の

ご報告を「議会だより」を通じて

お感じいただけるよう、構成を工

夫しました。 ▼新型コロナウイル

ス感染症に翻弄されて早２年。そ

れに追い打ちをかけるようなウク

ライナ情勢により、様々な不透明

感が増していますが、日々の生活

が少しでも落ち着きますよう議会

の役割を果たし、お伝えしてまい

ります。

（広報部会　戎脇　浩）

編集後記

（写真撮影　西田 忠委員）
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議会だよりのタイトル「あなたとつなぐ」をテーマに、市民

の皆様の活動を広報広聴委員会で取材し、ご紹介させていた

だきます。

今回は、国際交流協会を取材させていただきました。多文化共生への熱い思いをご紹介させていただきます。

国際交流協会国際交流協会

シリーズ

「あなたとつなぐ」

●何年から活動を始められましたか。

　2005年4月1日。2004年10月に５町が合併し半

年後には活動を始める事が出来た。

●スタッフや共に活動されておられるのは何名ですか。

　スタッフは24名。各チームのボランティアメン

バーを含めると50名。

●主な活動内容を教えてください。

　国際交流フェスタ（実行委員会制）

　日本語学習支援事業（やさしい日本語）

　災害時外国人支援･多言語支援検討事業 など多数

●活動されている中で課題と感じておられることは。

　市の福祉政策を利用できていない場合が多い。ボ

ランティアでの対応と行政や専門家との連携が必要

と感じる。

●将来、どのように活動を広げて行きたいですか。

　地域に多文化共生の視点を持ってもらうために、

活動を地域に展開していきたい。多文化共生は外国

人のためではなく地域のためになる。

●議会だよりについて感想をお聞かせください。

　議員が議会だよりで情報発信して

くださるのは、とても重要と感じて

いる。いろいろなことを発信しても

らいたい。

う
か

こ

コロナ禍以前の日本語教
室 の 様 子 。 こ の よ う な
日々の活動で「顔のみえ
る関係」を築き災害時に
声をかけ安否を確認し誰
一人置き去りにしない社
会をつくる一助になると
考えています。

2019年度のフェスタ。 
国や言葉を越えて、たく
さんの人が集える国際交
流イベントが一日もはや
く安心して開催できるよ
うに・・・

オ ン ラ イ ン で 開 催 し た
フェスタでの「世界の国
からこんにちは」では、
韓国、フィンランド、イ
ンドネシア、インドなど
世界各地から参加してい
ただきました。 

6月7日 9時30分～

本会議（第1日）議案上程・提案説明

6月15日 9時30分～

本会議（第2日）議案審議・付託等

6月16日 9時30分～

本会議（第3日）一般質問

6月17日 9時30分～

本会議（第4日）一般質問

6月20日 9時30分～

本会議（第5日）一般質問

6月21日 9時30分～

本会議（第6日）一般質問

6月

22・23・24・27日

　　　 　9時30分～

委員会

6月30日 9時30分～

本会議（第7日）委員長報告・質疑・討論・採決

6 月議会の予定

議会の傍聴ができます。議会の傍聴ができます。
本会議と委員会は誰でも傍聴することができま
す。傍聴を希望する方は議会事務局までお問い
合わせください。ネット中継もしています。

6 月

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30


